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脳神経超音波用語集２０１２刊行に寄せて

脳・神経系疾患の超音波による診断及び治療的応用に関する学術交流（研究，教育，臨床応用）団体として，１９８１年に

日本脳・神経超音波研究会が設立され，第１回の年次総会が翌１９８２年に開催されてから丸３０年が経過しました．ちょう

ど中間点となる１９９７年には研究会から学会へと名称変更がなされ，２０年目の２００２年には大規模な体制改革がなされまし

た．第１回年次総会開催から丸３０年が経過した節目の年である今年２０１２年には，一般社団法人に移行する予定です．こ

の３０年間の超音波技術とこれを応用した医学の進歩・発展はめざましく，脳卒中をはじめとする脳神経疾患にとって，脳

神経超音波診断は今や必要不可欠の技術となっています．さらに，超音波血栓溶解法など，治療手段としての進化も始ま

りました．

脳神経超音波医学の進歩に伴い，多くの専門用語が生まれました．かつこれらは統一性を欠き，混乱を招いていました．

こうした用語の混乱の解決のために，本学会は２００２年に，機関誌編集委員長（当時）の森竹浩三先生が中心となって，用

語解説集を刊行しました．それから１０年が経過し，用語解説集２００２では対応できない新たな状況が生まれつつあります．

そこで，前機関誌編集委員長の高瀬憲作先生の発案で，用語集の改訂が行われることになりました．新しい用語集は，前

身の用語解説集２００２はもちろん，機関誌 Neurosonology掲載論文や脳神経超音波マニュアル記事からの引用も加え，内容

を一新し，今後１０年以上の使用に耐えうるものとなりました．

本用語集の刊行は，３０年が経過した本学会の歴史に新たな１頁を加えます．なによりも，次の世代，未来への贈り物に

なることでしょう．高瀬先生をはじめとする編集委員会委員各位，添削等にご協力いただいた会員諸氏には，この紙面を

借りて感謝の意を表したいと思います．

２０１２年２月

日本脳神経超音波学会

理事長 峰松一夫

77（2）

●
N
eurosonology

２４（
２
・
３
）
２０１１



Neurosonology 用語解説集２００２（初版）刊行の辞

「脳神経超音波学用語解説集」刊行にあたって

神経超音波学の領域では元来用語の統一性を欠いていたことに加え最近のコンピュータ技術の導入に伴う技術革新など

により新たな用語が生まれ，さらに混乱の度を深めている感がある．１９９５年発刊の日本超音波医学会超音波医用機器に関

する委員会編の医用超音波用語集の頭部・脳関係超音波医学用語の項をひもとくと，未だ Aモード時代のものが並んでい

た．そこで，脳神経超音波研究や日常診療に用いる人達が用語選択のさいにできるだけ無駄な労力を費やすことなく本来

の仕事に取り組んで頂くべく用語を整理することが１９９８年日本脳神経超音波学会機関誌編集委員会で提案された．役員会

の了承を得たのち当時の編集委員で用語検討部会を組織し矢坂委員，塩員委員をそれぞれ部会長，副部会長として活動を

開始した．

まず脳神経超音波の分野を扱っている雑誌（１９９６年と１９９７年に発行された Stroke, J Neurosurgery, Ultrasond in medicine

and biology, Neurosonology），書籍（TCDマニュアル，Neurosonology, Ultrasound Diagnosis of Cerebrovascular disease, Advance

in Echo Imaging）および Index Medicusから用語の拾い出し作業を行った．それを整理したものを日本脳神経超音波学会機

関誌に掲載し，会員の意見を求めて再度取捨選択し掲載用語を決定した．さらに各用語に英文・和文用語，略語，同意語，

関連用語を併記するとともに簡略な用語解説も付し，さらに巻末には欧文・和文別の索引も設けた．

本用語解説集が脳神経領域の日常診療に携わっておられる職種の方々，またこれから神経超音波医学を学ぼうとする人

達のお役に立てば幸いである．無論，用語は時代とともに変化し，領域によっても異なった用語が併存することは避けら

れない．しかしながら情報が加速度的に増加し複雑化するこの２１世紀の医療の行く末を見据え，回顧的な思いは断ちきり

できうる限り用語の標準化，簡略化をはかり次世代の若者に超音波医学のさらなる発展と普及を託すことが我々の使命と

考えている．本用語解説集に対する忌悔のないご意見をお寄せ頂きながらさらに上記目的に沿ったより充実したものへと

改訂を重ねてゆく所存であります．本用語解説集発刊の趣旨をご理解頂き今後ともご支援賜りますようお願い申し上げま

す．

２００１年師走

日本脳神経超音波学会機関誌

編集委員長 森竹 浩三
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用語集の取り扱い説明
２００２年用語集の発刊から約１０年が経過し，日本脳神経超音波学会機関誌編集委員会で定期的な用語の改訂作業に着手す

る必要がありました．同編集委員会から複数名の用語集改訂委員を推薦して頂き，改訂作業を行いました．

＜改訂の方針＞

改訂の方針として，（１）２００２年用語集を優先する，（２）脳神経に特化したものを優先する，（３）脳神経の近接領域を残

す，（４）重複語や同類語をまとめる，（５）重要な用語に印をつける，などを基本としております．そして２００２年用語集の

方法論を用いて選定作業を行いました．

＜選定の対象＞

用語を選定するための調査対象として，過去２年分の脳神経超音波の分野を扱っている雑誌としました．具体的には２００９

年１月から１２月，および２０１０年１月から１２月に発刊された以下の雑誌で，Ultrasound in Medicine and Biology, Journal of

Ultrasound in Medicine, Stroke, Neurology, Neurosurgery, Neurosonology，脳卒中，臨床神経学，超音波医学です．

基本的な枠組みとして，２００２年用語集に収まるように心掛けました．さらに，２００６年に発刊された脳神経超音波マニュ

アル，および JAN機関誌 Neurosonologyに掲載のガイドライン（Neurosonology１９（２）：４９－６９，２００６など）を取り入れて

います．廃れた用語は削除しました．我々が忘れてはならない歴史的な用語は残しています．国際的な用語，学会で推奨

する用語，そして学会の方向性を示す用語を加えております．

用語の拾い出し作業により１８２３語を抽出し，さらに整理して１０４１語になりました．そこから再度取捨選択し，各用語

の英文，和文，略号，慣用的な読み，関連用語，簡略な用語解説を付して，３５７語を掲載しております．

＜用語の取り扱い方針＞

● 用語集は主に対訳集として，英語→日本語訳，日本語→英語訳などのように双方向性をもたせました．

● 略語を別項目で記載しました．

● 同義語や類義語，反対語を別項目で記載しました．

● 複数の関連用語の場合や意見のわかれる場合には，用語解説文の項目に＊を付して記載しました．

● 用語は日本超音波医学会と共通化しましたが，共通化が困難なものは本学会のものを優先しました．

● 人名は，すでに日本語で定着しているもの以外は，単語の先頭を大文字で記載しました．

● 原則単数で表記しましたが，複数が通常のものは慣例的に複数で表記し，（ ）でくくりました．

● 省略可能な場合には（ ）でくくりました．

● 用語に番号を設けて，データーベース化しました．

● 略語からも検索できるようにしました．

● 日本語読みは慣用表現を採用した場合があり，日本語（漢語）とは異なる場合があります．例えば，－lysisを「－リ

シス」→「－ライシス」などです．ただし catheterのみは「カシータ」→「カテーテル」と独語を慣用句としました．

● 次に注意すべき表現について記載します．まず，Dopplerです．英文雑誌にも dopplerと変わりつつあります．ドップ

ラーという表現も徐々に一般化しつつあります．しかし今回の改訂では英語：Doppler，日本語：ドプラを優先させて

います．Probeは，探触子あるいはプローブとしました．IMTの日本語訳は，内（膜）中膜（複合体）厚としました．

● homogenousの訳語は，均一から均質にしました．エコー輝度の表現で，プラークの輝度では softや hardは使用しない

ことを推奨しました．

最後に，編集作業に携わって頂いた編集委員ならびに用語集改訂委員の先生方に深く感謝申し上げます．

２０１２年２月

脳神経超音波学会用語集改訂委員長

永井 秀政
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重
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語

略語 英語用語 日本語用語
日本語用語
［読み］

同意語
［関連用語］

説明

A １ AB ratio 収縮期波高
比

しゅうしゅくきは

こうひ
収縮期第一峰の高さをAとし，収縮期第二峰の高さを
Bとし，その比を取ったもの．末梢循環の抵抗を主に
表す．A／B＜１の場合主に末梢血管病変を疑う．

A ２ AI acceleration

index
加速度係数 かそくどけいすう 拡張末期血流速（Vd）から収縮期最高血流速（Vs）に

達する収縮早期相の加速度〔＝（Vs－ Vd）／�T〕をVs
で除して求められる．血管の狭窄病変や腫瘍の性質の
鑑別に用いられる．内頸動脈の高度狭窄があると総頸
動脈での血流速計測の際に収縮早期の傾きが減少し，
peakの出現が遅れる．

A ３ AcT acceleration time 収縮期加速
度時間

しゅうしゅくきか

そくどじかん
パルスドプラ法による血流波形で収縮期の始まりから
流速のピークに達するまでの時間である．近位部に狭
窄があればこの時間が長くなる．狭窄部位が石灰化で
直接観察できない場合に有用である．

A ４ acoustic power 超音波出力 ちょうおんぱしゅ

つりょく
関

acoustic intensity,
acoustic energy

単位時間内に探触子から放射される超音波の仕事率で
ある．単位はＷまたは J/sである．［注］acoustic
intensity（超音波強度）は単位面積当りの acoustic
powerで単位はW/cm２である．acoustic energy（音響エ
ネルギー）は JまたはW・Sである．

A ５ acoustic shadow 音響陰影 おんきょういんえ

い
同

acoustic
shadowing

骨，金属クリップなど，きわめて強い反響体が存在す
る場合，音波がそこを通過できず，反射物の背部にエ
コーの無い部分を生じる現象である．

A ６ ＊ acoustic window 超音波骨窓 ちょうおんぱこつ

そう
同

cranial window,
echo window, bone
window

超音波の減衰が少なく伝播できる箇所である．頭蓋骨
が薄いもしくは欠損しているところで，眼窩，大後頭
孔，大泉門，小泉門，などである．［参照］acoustic
windowの図（図２a～d）

A ７ adaptive filter 適応フィル
タ

てきおうふぃる

たー
特徴抽出のアルゴリズムを超音波画像に適用するため，
画像上の各部分の特徴抽出を行い，その特徴に応じた
アルゴリズムで各ピクセルのデータを計算し状況に合
わせたフィルタ処理を行う技術である．

A ８ ADF advanced

dynamic flow
アドバンス
ダイナミッ
クフロー

あどばんすだいな

みっくふろー
広帯域送信技術等を用いて，高フレーム，高分解能，
低ブルーミング，クラッタの低減を実現した血流表示
モードのことである．Ｂモードと同等の広帯域な送信
パルスを使用しているため，ドプラ法にもかかわらず
高分解能でブルーミングの少ない造影画像を得ること
ができる．［注］TOSHIBAにより実用化された．

A ９ aliasing 折り返し現
象

おりかえしげん

しょう
関

color aliasing
血流速度がパルス繰り返し周波数で制限される周波数
上限（最大検出ドプラ偏位周波数）を超える場合，超
えた周波数成分が反対側に折り返す形で出現，表示さ
れる現象である．［注］カラードプラ流速表示では流
れの向きの異なる側の色になり，さらにはモザイク色
となる．

A １０ A-mode Aモード法 えーもーどほう 同

amplitude mode
関midline echo

横軸を探触子からの距離として縦軸にエコーの強さを
波高として表示する一次元的表示方法である．エコー
の強さを反射源の位置での波高で表示し，横軸はプ
ローブからの距離，縦軸はエコーの（包絡線検波によ
る）振幅出力波形である．CTが実用化されるまでは，
ほぼ唯一の頭蓋内の画像診断法であった．我国では未
だに保険診療の対象となっているが診断精度の低さか
ら，実際にはほとんど用いられていない．

A １１ amplitude 振幅 しんぷく 超音波の波の大きさを表す量が振幅であり，振幅が大
きいほど大きい波となる．さらに波の強さをあらわす
強度は，振幅の２乗に比例する．

A １２ amplitude

modulation
振幅変調 しんぷくへんちょ

う
画像空間分解能をあげるために，位相は同じで振幅が
異なる２つのパルス波を照射し，帰ってきた２つの反
射波を調整して引き算し得られた波を画像化すること
である．とくに超音波造影剤を用いてバブルと tissue
（組織）の信号比をあげるのに有効とされる．

A １３ anechoic 無エコーの むえこーの 同 echo-free
関 anechoic area,
echo free space

超音波に対する反射信号のない状態である．無響の状
態である．

A 14 aortic valve

strands
大動脈弁付
着糸状構造
物

だいどうみゃくべ

んふちゃく いと

じょうこうぞうぶ

つ

同 mitral valve
strands
関 Lambl’s
excrescences

大動脈弁に付着した糸状構造物で，大動脈弁の大動脈
側に観察される．（１）厚さ１mm未満，（２）可動性に
富み，（３）弁から伸びるような糸状構造物と定義され
る．
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略語 英語用語 日本語用語
日本語用語
［読み］

同意語
［関連用語］

説明

A １５ ALAR
A

as low as

reasonably

achievable

アララの原
則

あららのげんそく 超音波の有効性と安全限界とを充分認識し，検査を十
分行うことができる最小限度の超音波出力で，できる
だけ短時間で検査を行い，患者に対する害の極力少な
い形で診断を行うべきという検者の心得である．

A １６ ASA atrial septal

aneurysm
心房中隔瘤 しんぼうちゅうか

くりゅう
心房中隔が卵円窩レベルで薄い瘤状の膜になり，心拍
動に伴って左房側と右房側に交互に突出する病態をい
う．心房中隔瘤と卵円孔開存が合併した場合には脳梗
塞再発のリスクが高い．TEEによる診断基準はさまざ
まであるが，瘤の基部の長さ（≧１１～１５mm)，右房と
左房へのそれぞれの突出度（≧６～１１mm），及び最大
振幅（≧８～１５mm）を組み合わせて診断する．

A １７ atrial width 側脳室三角
部径

そくのうしつさん

かくぶけい
胎児水頭症で，胎児の脳室拡大が最初に現れてくるパ
ラメーターであり，胎児脳超音波診断では，非常に重
要な計測値である．

A １８ attenuation 減衰 げんすい 関

scattering（散乱），
absorption（吸収），
diffuse（拡散）

超音波の強さが生体内を伝播する過程で，反射，散乱，
拡散，吸収などによって減弱する現象である．

A １９ automated real-

time spectral

analysis

自動（分析）
実時間的周
波数解析法

じどうじつじかん

てきしゅうはすう

かいせきほう

自動的に周波数解析（分析）を行う解析(分析）法の
ことである．

A ２０ autoregulation 脳血流自動
調節能

のうけつりゅうじ

どうちょうせつの

う

正常脳で脳循環を一定に保とうとする機能のことであ
る．脳灌流圧が一定の範囲内（６０～１５０mnHg）にある
ときは脳血管抵抗を規定する小動脈の血管平滑筋が脳
灌流圧の低下に対し能動的に拡張し，逆に脳灌流圧の
上昇に対しては収縮し，脳循環を一定に保とうとする．

A ２１ away flow （探触子か
ら）遠ざか
る流れ

とおざかるながれ 関

bidirectional flow
（＃３３）
対 toward flow（＃
３２５）

探触子から遠ざかる方向に流れる血流を示す．

B ２２ background

signal intensity
背景血流信
号強度

はいけいけつりゅ

うしんんごう
TCDでの血流速波形上に出現する HITS/MESに対し
て，その背景となる信号強度である．HITS/MESの輝
度は背景血流波形の信号強度に対する相対的信号強度
となる．

B ２３ backscatter 後方散乱波 こうほうさんらん

は
同

ultrasound
backscatter，
scattering scatter，
ultrasound
backscattering

超音波がその波長より極端に小さい反射体から反射さ
れる場合，微小反射体を中心とする反射波が発生する．
これを散乱（scattering）といい，散乱により音波の進
行方向と逆方向に（９０度より大きい角度で）戻る波
を後方散乱波という．組織の後方散乱信号の強度
（integrated backscatter）の測定により超音波組織性状
診断が可能となる．

B ２４ backscatter

intensity
後方散乱強
度

こうほうさんらん

きょうど
同 backscattered
intensity
関 myocardial
integrated
backscatter，
ultrasound
backscatter

後方散乱反射波の信号強度である．

B ２５ BOT balloon

occlusion test
バルーン閉
塞試験

ばるーんへいそく

しけん
同 balloon
testocclusion
（BTO）
関Matas test

バルーンによる一時的な血流遮断で，脳虚血耐性を診
断する試験のこと．頭頸部の腫瘍性疾患や内頸動脈系
の血管奇形や動脈瘤の外科的処置として内頸動脈結紮
術や閉塞術を施行する場合，永久閉塞が可能かどうか
（内頸動脈永久閉塞後の側副血行路と脳血流量が保持
されるかどうか）を予測するために用いられ，一時的
な動脈血流遮断により脳虚血症状の出現やその虚血症
状を評価する．

B ２６ banana sign

（in spinal

dysraphism）

二分脊椎に
おけるバナ
ナ徴候

ばななちょうこう 関

lemon sign
（＃１７９）

開放型の二分脊椎を有する胎児の脳では，小脳半球が
前方に彎曲し，大脳槽は消失している．この異常な小
脳半球の形状はバナナに似ていることから，バナナ徴
候と呼ばれている.

B ２７ bandpass filter 帯 域 通 過
フィルター

たいいきつうか

ふぃるたー
ある特定の周波数帯域の信号だけを通すフィルターの
ことである．
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B ２８ beam focusing （超 音 波）
ビーム集束
法

ちょうおんぱびー

むしゅうそくほう
小さいビーム面積に音束を集束することである．高分
解能の二次元画像の構築にはより高い集束度が必要と
される．

B ２９ Bernoulli's law ベルヌーイ
の法則

べるぬーいのほう

そく
流体力学の定理である．管中を流れる液体について，
流速（ν），液体の密度（ρ），重力加速度（g），高さ
（h），その点における側圧（p），流体エネルギー（E）
の間に，次式が成立する．［p＋ρgh＋（ρν２）／２＝E（一
定）］．［参照］マニュアル p２３０

B ３０ B-flow ビーフロー びーふろー coded excitationという，送信パルスに特殊な変調
（コード化）を施して送信パルスの幅を広げ，S/N
比を稼ぐとともに，エコー受信後にそれを幅の狭いパ
ルスに圧縮・復元（デコード）する技術で，深部で減
衰する超音波信号の S/N比を改善し，高い分解能を維
持したままぺネトレーションを向上させたBモードに
よる血流の映像法である．［注］GEにより実用化された．

B ３１ B-flow color ビーフロー
カラー

びーふろーからー カラードプラ法のように，背景Ｂモードの処理系を血
流表示処理系と分離独立させることで，B−Flowによ
る血流表示と，高画質のＢモード像との重畳表示を可
能にした画像法である．［注］GEにより実用化された．

B ３２ B-flow winker ビーフロー
ウィンカー

びーふろーうぃん

かー
B−flowで可動性プラークが拍動に合わせて車のウイ
ンカー様に白く点滅する様である．［参照］
INNERVISION ２３（１１）：５５－５８，２００８．［参考］ウイ
ンカーを米語では blinkerや turning signalという．

B ３３ bidirectional flow 両方向性血
流

りょうほうこうせ

いけつりゅう
同両側性血流波形
関 away flow
（＃２１）， toward
flow（＃３２５）

両方向性の血流波形のことである．

B ３４ BPD biparietal

diameter
児頭大横径 じとうだいおうけ

い
胎児脳室拡大の一次スクリーニング検査として用いら
れる計測法である．水平断で，透明中核腔と四丘体槽
に対して直角方向の距離である．探触子に近い方は骨
外側で，遠い方の対側の骨は内側で測定する outside
−inside methodが一般的である．[参照]超音波胎児計測
の標準化と日本人の基準値．超音波医学２００３；３０：
J４２０の図．

B ３５ BFV blood flow

velocity
血流速度 けつりゅうそくど 同

flow velocity，
cerebral blood
frow velocity

主に血管内を流れる血液の速度である．

B ３６ BBB blood-brain

barrier
血液脳関門 けつえきのうかん

もん
脳毛細血管内皮細胞の tight junctionなどから構成され
るバリアで，これにより他の部位に比べて，血液と中
枢神経との間の物質の透過性が制限される．

B ３７ blooming はみだし はみだし 同にじみ 実際の管壁より外側にはみ出して太い血管が描出され
る．

B ３８ B-mode Bモード法 びーもーどほう 同 brightness
mode， B-mode
ultrasound，
B-mode imaging，
B-mode
sonography，
B-mode
ultrasonography

反射された超音波（エコー）強度をブラウン管上の輝
度 (brightness) として表現し，エコー源からの位置
（深さ）に輝点として示し，そのビーム方向を機能的
または電子的に走査（scan）して走査面内を画像化す
る方法で，二次元画像（断層像）が得られる．

B ３９ bow hunter

syndrome
ボ ー ハ ン
ター シンド
ローム

ぼうはんたーしょ

うこうぐん
弓矢を射る姿勢のように，頸部を回旋した際に，椎骨
動脈が椎骨などの構造物により圧迫を受けるために，
血流不全となり，めまいなどの脳幹症状を呈する症候
群である．

B ４０ BHI breath-holding

index
息こらえ試
験係数

いきこらえしけん

けいすう
対 hyperventilation
test

経頭蓋超音波診断法を用いて息こらえの最中の血中
CO２分圧変化により惹起される脳血管反応性を診るテ
スト，およびその係数である．

B ４１ bubble

interaction（s）
気泡相互作
用

きほうそうごさよ

う
超音波造影剤の微小気泡が超音波により相互に影響し
合って共振，崩壊，消失などする作用である．

B ４２ bubble noise 気泡性雑音 きほうせいざつお

ん
超音波造影剤の微小気泡が，雑音としてとらえられる．

B ４３ bubble targeting

imaging
微小気泡標
的画像

びしょうきほう

ひょうてきがぞう
超音波診断とともに目標の治療を促す効果をもたせる
ものである．
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B ４４ ＊ burst wave バースト波 ばーすとは 関 burst， パルス
波， 連続波

定められた時間だけ持続する単一周波数の波形信号で
ある．任意の周波数の超音波を発生させるために用い
る．［参照］waveの図を参照（図９）

C ４５ ＊ calcification 石灰化病変 せっかいかびょう

へん
同 calcification
lesion
関

calcified，
calcificated

音響陰影を伴う高エコー輝度の病変である．

C ４６ calcified plaque 石灰化粥腫 せっかいかじゅく

しゅ
同石灰化プラーク 音響陰影を伴う高輝度エコーのプラークである．

C ４７ carotid Doppler

ultrasound
頸動脈超音
波ドプラ

けいどうみゃく

ちょうおんぱどぷ

ら

頸動脈の超音波ドプラ検査である．

C ４８ CDS carotid duplex

sonography
頸動脈複合
超音波診断
法

けいどうみゃくふ

くごうちょうおん

ぱしんだんほう

同

duplex carotid
ultrasonography，
carotid duplex
ultrasonography

B−modeと Doppler法とを併用した頸動脈の超音波検
査法である．

C ４９ carotid

ultrasonography
頸部エコー
検査（法）

けいぶえこーけん

さ
同 carotid
ultrasound，
carotid
sonography，頸動
脈 超 音 波（診
断）法，頸動脈超
音波検査

頸動脈の超音波検査（法）である．頸部椎骨動脈も同時
に検査されることもある．

C ５０ carpal tunnel

syndrome
手根管症候
群

しゅこんかんしょ

うこうぐん
手根管（腱と神経が通っている手首内の管）の中を走
る正中神経が，何らかの原因で手根管内圧が上がり，
圧迫されて引き起こされる疾患である．末梢神経超音
波を用いると，正中神経の断面積が大きくなることが
あり，診断に有用である．

C ５１ cavitation キャビテー
ション

きゃびてーしょん 強い音波により液体中に溶存気体または液体蒸気の気
泡が生成され，また成長して崩壊する現象である．も
しくは，水や血液などの流体が低圧部にさらされるこ
とによって蒸発し，気泡が発生する現象である．

C ５２ central volume

principle
セントラル
ボリューム
原理

せんとらる ぼ

りゅーむ げんり
造影剤の bolus静注により脳循環に関連するパラメー
タを解析するのに用いられる原理である．CBF＝CBV
/MTTのこと．＊関連用語：脳血流量（CBF : cerebral
blood flow），脳血液量（CBV: cerebral blood volume），
平均通過時間（MTT : mean transit time）．

C ５３ cerebral

acetazolamide

effect

アセタゾラ
マイド効果

あせたぞらまいど

こうか
同

acetazolamide
effect
関

vasomotor
reactivity

アセタゾラマイドは炭酸脱水酵素(CA : carbonic
anhydrase)の阻害剤である．これを５００～１０００mg静注
すると，まず赤血球の CAの働きが抑制され，赤血球
を介した CO２の運搬作用がブロックされ，組織中に二
酸化炭素が蓄積する．pHが変化して血管壁の筋トー
ヌスが変わり，細動脈で血管が拡張する．このアセタ
ゾラマイドの効果を利用して脳血流増加の効果を知る．

C ５４ CPP cerebral

perfusion

pressure

脳灌流圧 のうかんりゅうあ

つ
全身平均血圧と頭蓋内圧の差である．脳灌流圧＝平均
動脈圧－（平均）頭蓋内圧である．

C ５５ cerebrllar

diameter
小脳横径 しょうのうおうけ

い
胎児の小脳の横径を計測するパラメーターで，小脳低
形成に有用である．

C ５６ cerebrovascular

CO２ reactivity
脳血管炭酸
ガス反応性

のうけっかんたん

さんがすはんのう

せい

同 CO２ test 脳血管が血中 CO２濃度の変化に対応し拡張又は収縮す
る反応の程度のことで血流を調節する能力を示す．［注］
この反応性をみる検査が炭酸ガス負荷試験である．

C ５７ cerebrovascular

reactivity
脳血管反応
性

のうけっかんはん

のうせい
CO２やアセタゾラミド負荷あるいは血圧（脳灌流圧）
の変化などによる脳血管の反応性のことである．

C ５８ Champagne

bottle neck sign
シャンパン
ボトルネッ
クサイン

しゃんぱんぼとる

ねっくさいん
内頸動脈起始部のやや遠位側で内径が急速に狭小化す
る様子である．モヤモヤ病で高率にみられる．

C ５９ chirping sound チャープ音 ちゃーぷおん 同 chirp
関

HITS， MES

単一散乱体（栓子）が超音波照射野の一定濃度の散乱
体（血液）中を横切る際のエコー信号の振幅変調であ
る．ピュ，ボッなどの特有な音として聞かれ，英文で
はこれを whistle，snap，moanなどと表現する．

C ６０ C-mode Cモード法 しーもーどほう 同 C-scan 超音波診断装置の表示法の一つで，探触子から等距離
にある断面（リニア走査では超音波ビームに直交する
断面）を示すものである．constant range modeの略で
ある．
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C ６１ coded excitation コード エキ
サ イ テ ー
ション

こーど えきさい

てーしょん
関

coded technology
送信パルスに特殊な変調（コード化）を施して送信パ
ルスの幅を広げ，Ｓ／Ｎを稼ぐとともに，エコー受信
後にそれを幅の狭いパルスに圧縮・復元（デコード）
する技術である．

C ６２ CHA coded harmonic

angio
コードハー
モ ニ ッ ク
アンギオ

こーどはーもにっ

く あんぎお
同 CHA − mode ，
coded harmonic
angio mode

coded excitationの原理を用いて，超音波造影剤を使用
したハーモニック画像である．Levovistの造影効果を
最も引き出せるように settingされた造影モードである．

C ６３ collateral flow 側副血行路 そくふくけっこう

ろ
同 collateral
circulation

正常安静時の血行路のほかに，活動時または正常血行
路が閉塞された場合などに，別の多くの血行路が開か
れ，その臓器の血行を保ちあるいは血液量を増すこと
ができる．このような予備的な循環路をいう．脳血管
では主に眼動脈，ウィリス動脈輪，leptomeningeal
anastomosisを介する３経路が存在する．

C ６４ color reversal カラー反転 からーはんてん カラードプラモードで血流を評価したとき生じる反転
現象である．頸部エコー法では主に頸動脈洞周囲に生
理的な現象として検出されることが知られており，血
流最大収縮期に生じることが多いとされている．

C ６５ common carotid

artery

compression

test

総頸動脈圧
迫試験

そうけいどうみゃ

くあっぱくしけん
同 common
carotid artery
oscillations，
Matas test

一側総頸動脈を圧迫することで，脳内動脈血流が側副
血行路として対側内頸動脈系か椎骨脳底動脈系かを経
頭蓋ドプラ検査の側頭窓経由で検出して判定するテス
トである．

C ６６ compound 空間コンパ
ウンド法

くうかんこんぱう

んどほう
多方向からの超音波ビームを合成する画像処理法であ
る．実質像の均一性が増加し，病変部の辺縁エコーの
つながりが向上する効果があり，鏡面反射やスペック
ルノイズなどの超音波ビームの方向に依存すアーチ
ファクトを低減することができる．

C ６７ compression

echography
静脈圧迫エ
コー法

あっぱくほう 関圧迫法 探触子で下肢の静脈を圧迫することにより，深部静脈
血栓を診断する方法である．

C ６８ CES continuous echo-

guided surgery
持 続 的 エ
コーガイド
下手術

じぞくてき え

こーがいどか

しゅじゅつ

関 two burr hole
method（＃３４１）

手術用骨窓の対側などに設けた小骨窓に，探触子を当
ててモニターを行う持続的エコーガイド下手術のこと．
手術中も検査を中断する必要がなく，最後まで鮮明な
画像下で手術を行える利点があり，深部の大きい，重
要組織に近接した症例には特に有用とされる．

C ６９ CW continuous-

wave Doppler

sonography

連続波ドプ
ラ法

れんぞくはどぷら

ほう
同continuous wave
Doppler
pulse Doppler
（PW）

連続波超音波を送り出し，超音波ビーム方向に速度分
布をもつものを分離せずに検出するドプラ法である．
体表面に近い血管の経皮的血流測定や高速大動脈血流
測定に用いられる．

C ７０ contrast bubble

（s）
コントラス
トバブル

こんとらすとばぶ

る
同 diazepam one−
drop method（＃
７７），ジアゼバム
１滴法
関 contrast-TCD

超音波造影剤や空気などを用いて作られる泡状物質．
卵円孔開存などの右左シャントを検出する際に用いら
れることが多い．空気１mlと生食９ mlを三方活栓
で十分攪拌して作成するのが一般的である．

C ７１ contrast

echocardiography
コントラス
ト心エコー
法

こんとらすと し

んえこーほう
関超音波造影心臓
超音波診断法

造影剤を使用して行う心筋，心腔内，冠動脈などの超
音波検査である．

C ７２ contrast-

enhanced

Doppler

assessment

造影剤増強
ドプラ評価

ぞうえいざいぞう

きょうどぷらひょ

うか

超音波造影剤によりドプラ信号が増強されることを利
用して評価する．

D ７３ dark halo sign ハローサイ
ン

はろーさいん 浅側頭動脈の血管腔の周囲に見られる低エコーの同心
性血管壁肥厚である．内中膜の浮腫性変化を示す．ハ
ローサイン，狭窄あるいは閉塞の所見が側頭動脈炎
（temporal arteritis, giant cell arteritis）の診断に重要であ
る．ただしカラー画像の滲みによる見落としや動脈に
伴走する静脈との鑑別に注意する必要がある．

D ７４ DVT deep venous

thrombosis
深部静脈血
栓症

しんぶじょうみゃ

くけっせんしょう
大腿静脈や膝窩静脈など体の深部にある静脈に血栓が
形成される疾病である．静脈の血流がうっ滞すること
や血液凝固の亢進が原因となる．

D ７５ diameter of

cisterna magna
大糟径 だいそうけい 胎児の小脳の後方の大糟の長さを計測するもので，第

四脳室の拡大の診断に有用である．
D ７６ diameter-ratio ダイアメー

ター比
だいあめーたーひ 関MV−ratio 椎骨動脈狭窄・閉塞の診断において，後下小脳動脈で

椎骨動脈が終焉する例（PICA-end）では，血管径が対
側に比して低値であることに着目して，対側椎骨動脈
径/関心側椎骨動脈径＞１．４で，PICA-endと診断可能
とされる．
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D ７７ diazepam one-

drop method
注射用ジア
ゼパム溶液
一滴法

ちゅうしゃようじ

あぜぱむようえき

・いってきほう

同ホリゾン�一滴
法
関 contrast
bubble（＃７０）

心臓や肺での右左シャントによる奇異性脳塞栓の診断
で，microbubbleの造影効果を増強するために生理食
塩水とともに１滴の注射用ジアゼパム溶液を加えて
攪拌し，コントラスト剤として用いる方法である．
［参照］ Neurosonology１５（１）：１０－１４，２００２

D ７８ Doppler color

flow imaging
カラードプ
ラ画像

からーどぷらがぞ

う
同 color
Doppler flow
imaging（CDFI），
color Doppler
sonography，
関 color flow
imaging（CFI），
color Doppler
ultrasound，color
Doppler

断層法の二次元画面上に，血流速度や血流方向などの
血流情報をカラー信号として表現する画像描出法であ
る．速度表示法ではサンプルボリューム内の平均血流
速度に対応して色づけする．パワー表示では検出され
るドプラ成分の大きさに対応して色の濃度を変える．

D ７９ Doppler effect ドプラ効果 どぷらこうか 同 Doppler
principle

音（光）源とその観測点の距離が変化する時に，観測
点では音（光）源の周波数から（その速度に対応して）
ずれた周波数が観測される現象である．Dopplerはそ
の発見者 Christian H.Doppler（オーストリア，ザルツ
ブルグ生まれ１８０３－１８５３）にちなむ．血流によるド
プラ効果はプローブから遠ざかる血液成分のドプラ効
果と，その反射波がプローブから遠ざかる（近づく）
ドプラ効果の二重のドプラ効果である．

D ８０ Doppler

frequency
ドプラ周波
数

どぷらしゅうはす

う
血液などの移動する物質に向けて超音波を放射し，そ
の反射波を受信すると，ドプラ効果により反射波の周
波数が変位する．この変化した周波数をドプラ周波数
といい，ドプラ周波数の変化を利用して血流速度を求
めることができる．

D ８１ Doppler gate ドプラゲー
ト

どぷらげーと 同ドプラ関門
関 sample
volume

ドプラ信号を計測するために定める観察領域である．
パルスドプラ法では血流速度の計測が可能であり，通
常血管内径の１／２から２／３の範囲で設定する．

D ８２ Doppler shift ドプラ偏位 どぷらへんい ドプラ効果によって生じた超音波の周波数の変化であ
る．周波数 fの超音波を一定の入射角度 θ で血管に向
け発射すると，ドプラ効果を受けてもとの周波数から
fdだけ変化して戻ってくる．この周波数の変化をドプ
ラ変位と呼び，次式で算出される．fd＝２Vcosθf/c
（V：血流速度，ｃ：生体内伝播速度）

D ８３ Doppler signal ドプラ信号 どぷらしんごう 関 Doppler shift，
Doppler spectrum

超音波プローブから送信した超音波が動きのある組織
または血流中の赤血球から反射し，ドプラ偏位を持っ
てプローブで受信される．この送信と受信の周波数差，
すなわち，ドプラ周波数をもつ信号のことである．

D ８４ Doppler

spectrum
ドプラスペ
クトラム

どぷらすぺくとら

む
関 time − varying
spectrum

血管内の血流速分布に対応したドプラ周波数偏位の分
布である．

D ８５ Doppler

ultrasonography
超音波ドプ
ラ診断法

ちょうおんぱどぷ

らしんだんほう
同 Doppler
sonography，
Doppler
ultrasound，
超音波ドプラ

超音波検査でドプラ効果を用いる方法の総称である．
体内の流体（血液）から反射されたエコーにはドプラ
効果が生じており，それを周波数分析表示や画像化を
して診断する方法．血流だけでなく血管内の気泡や微
小塞栓も検出できる．

D ８６ ＊ Doppler

waveform
ドプラ血流
速波形

どぷらけつりゅう

そくはけい
同

Doppler flow
velocity
waveform，blood
flow velocity
waveform，
Doppler velocity
spectrum，
spectral
waveform，
Doppler sonogram

ドプラスペクトラムに対応した時間ー流速分布波形の
ことである．［参照］ドプラ血流速波形の図（図３a,
b）
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D ８７ duplex

ultrasonography
（ド プ ラ B
モード）複
合超音波診
断

ふくごうちょうお

んぱしんだん
同 duplex
sonography duplex
ultrasound，
Duplex法
関 Doppler
color flow imaging
（＃７５），color
duplex ultrasound，
duplex color−
coded
ultrasonography，
duplex color−flow
imaging

Bモード画像にドプラによる血流情報を複合させた検
査診断法である．Bモード断層像上に目的とする体内
部位を表示するとともにパルスドプラ法で，その中の
血管部位に sample volumeを設定し，血流情報（ドプ
ラソノグラム等）を検出する．

D ８８ duplication

image
鏡像 きょうぞう 関 mirror image

artifact（＃２０７）
血管壁などその表面の凹凸が超音波波長より十分長い
滑らかな面では，超音波が鏡面反射され反射面を境に
して実像と対称な位置に虚像が生じる．

D ８９ duty cycle パルス周期 ぱるすしゅうき 超音波を一回照射してその後休止するサイクルを１
サイクルとする超音波の照射波形をパルス波という．
これを間歇的に照射する際に，１サイクルの時間に
対する照射時間の比率のことを指す．

D ９０ dynamic range ダイナミッ
クレンジ

だいなみっくれん

じ
最大の信号レベルから，雑音のレベルを引いたもので
ある．エコーなどがノイズにうもれず，かつ飽和しな
いで増幅または表示できる入力（電圧など）の範囲で
あり，通常 dB（デシベル）で表わす．ダイナミック
レンジの値は超音波機器がどれだけ細かい信号まで再
現できるかを示し，実質的に利用できる分解能の高さ
を意味する．

E ９１ echo intensity エコー強度 えこ－きょうど 関 echo density 照射された超音波が反射された時の超音波（エコー）
の強度である．Bモードではエコー強度を反射された
部位での輝度で画像化している．グレー・スケールで
表され，エコーが強いほど白色が強くなる．

E ９２ echocardiography 心エコー法 しんえこ－ほう 同心臓超音波検査
法

心臓（脈管系）の超音波検査法である．

E ９３ echoencephalog

raphy
頭蓋内超音
波検査法

ずがいないちょう

おんぱけんさほう
同

echoencephalogram
超音波を用いて頭蓋内疾患を検査・診断する方法であ
る．

E ９４ echogenic エコー源性 えこーげんせい 同 echoic エコー信号を生じさせる能力をもつ．慣用的に高輝度
をさすものが多い．

E ９５ ＊ echogenic

plaque
等輝度（エ
コ ー）プ
ラーク

とうきどぷらーく 同 iso − echoic
plaque，等輝度粥
腫病変
関エコー源性プ
ラーク，
immediate plaque

周辺組織（内中膜複合体もしくは近傍の筋肉）と比較
し同程度の輝度を持つプラークである．病理学的には
線維性組織や内膜過形成であることが多い．［参照］プ
ラークの図（図５a, b）

E ９６ echogenicity エコー輝度 えこーきど 同超音波輝度 エコー信号を生じさせる能力をもつ構造または媒体で
ある．

E ９７ echo-tracking

methods
エ コ ー ト
ラッキング
法

えこーとらっきん

ぐほう
同エコー追跡法 エコーの動きを追跡する方法で，エコーにおける（RF

信号）の包絡線を追跡するMモードに類似のものと，
RF信号自体の位相を追跡する phase looked loop（PLL）
法によるものとがある．

E ９８ EKOS�

catheter
イーコス・
マイクロラ
イシス�・カ
テーテル

いーこす・まいく

ろらいしす・か

てーてる

関 EKOS
MicroLysus�

catheter，
ultrasound
angioplasty
（＃３５０）

超音波発振機を先端に装着したカテーテル治療器具．
超急性期脳梗塞，閉塞性動脈硬化症例，深部静脈血栓
症に対する血栓溶解薬の線溶能を向上させることが可
能である．

E ９９ elasiticity score 弾性スコア だんせいすこあ 関スコア分類 超音波弾性画像で，組織性状に基づき弾性分布を 5
段階にスコア化したものである．スコアが高いほど硬
い．

E １００ elasticity 弾力性 だんりょくせい 関 elastic
modulus

引いたり押したりする力を加えることによって，ひず
んだ物体がその体積や形状を復元しようとする性質で
ある．この性質を定量するための指標として弾性係数
があり，力の変化に対するひずみ率の割合で表す．
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E １０１ embolic shower

（s）
エンボリッ
クシャワー

えんぼりっくしゃ

わー
多数の塞栓が動脈系に飛散することである．

E １０２ embolus

detection
栓 子 検 出
（法）

せんしけんしゅつ 関 emboli dual−
gated transcranial
Doppler
ultrasound

TCDによる微小栓子信号micro embolic signal（MES）
を検出することである．MESは様々な塞栓源を有す
る症例から検出される．この検出により，塞栓源性疾
患の活動性および局在を判定可能である．通常ヘッド
バンドを用いて探触子を側頭骨部に固定し，中大脳動
脈から検出する．測定時間は３０分間が標準的である．

E １０３ ＊ Vd ＝
EDV

end-diastolic

flow velocity
拡張末期血
流速度

かくちょうまっき

けつりゅうそくど
同 end−diastolic
velocity（EDV），
Vd

一心拍中の拡張末期の血流速度である．［参照］ドプ
ラ血流速波形の図（図３a, b）

E １０４ ED
ratio

end-diastolic

ratio
拡張末期血
流速度比

かくちょうまっき

けつりゅうそくど

ひ

同総頸動脈拡張末
期血流速度比

拡張末期血流速度の左右の比で，速い側/遅い側，あ
るいは健側/患側で示す．総頸動脈では，ED ratioが
１．４以上で拡張末期血流速度の低い側の末梢での血流
障害（閉塞や高度狭窄）を疑う．中大脳動脈では，ED
ratioが２．７以上で主幹部閉塞を疑う．

E １０５ endosonography 内視鏡（下）
超音波検査
（法）

ないしきょうちょ

うおんぱけんさほ

う

同 endoscopic
ultrasonography
（EUS），ultrasonic
endoscopy

内視鏡先端部に探触子を装着し体腔内走査を行う超音
波診断装置（超音波内視鏡）を用いた超音波検査であ
る．

E １０６ envelope curve エンベロー
プカーブ

えんべろーぷかー

ぶ
最高血流速度をトレースした曲線．TCD装置には，自
動的にリアルタイムにドプラ血流速波形上に最高血流
速度をトレースする機能を持つ機器がある．

E １０７ ＊ ECST European

Carotid Surgery

Trial

ECST法 いーしすとほう 同 ECST
method
関 NASCET法
（＃２３０），Area法

長軸での狭窄度の超音波計測法で，最も狭い部位で仮
想した内頸動脈の径が基準となる．［参照］狭窄率の
図（図４）

F １０８ far wall 遠位壁 えんいへき 同遠位側壁
対 near wall，
近位壁，近位側壁

探触子からみて，血管内壁の遠位壁のことである．超
音波断層画像では，通常近位壁より良好に描出される
ため，IMTは可能な限り far wallで計測する．

F １０９ FFT fast Fourier

transform
高速フーリ
エ変換法

こうそくふうりー

えへんかんほう
同 fast Fourier
transform method
関 FFT spectral
analysis

周波数分析法の一つで Fourier解析を高速に行う方法
である．血流速度を超音波ドプラ法で測定した際の
（ドプラ周波数）スペクトラル分析（ドプラソノグラ
ム等）に用いられる．

F １１０ fibrous cap 線 維 性
キャップ

せんいせいきゃっ

ぷ
同線維性被膜 粥腫を被覆する線維性の膜で，被膜の非薄化や破綻は

不安定プラークの特徴である．
F １１１ flap echo フラップエ

コー
ふらっぷえこー 頸動脈解離や頸動脈内膜剥離術の剥離端においてみら

れる，内膜および中膜部分の膜状のエコー所見である．
F １１２ flash artifact フラッシュ

・ア ー チ
ファクト

ふらっしゅあーち

ふぁくと
身体が動き，組織が動いた時にフイルターを乗り越え
てノイズが画面上にフラッシュのようにでるアーチ
ファクトである．対応策としては，MTIフィルタを用
いて低周波の雑音信号を除去する．

F １１３ floating sail

sign
セイル・サ
イン

せいる・さいん 動脈解離において，心拍動に一致して上下に波打つよ
うに動く「解離した血管壁」で，可動性血栓と鑑別す
べき所見とされる．

F １１４ floating

thrombus
浮遊血栓 ふゆうけっせん プラークに付着し，血管内や心腔内に浮遊している血

栓をいう．
F １１５ flow divider 分岐部 ぶんきぶ 関 flow divider 内頸動脈と外頸動脈の分岐部のことである．頸動脈で

内頸動脈と外頸動脈に血流を分けている部分をさす．
F １１６ flow separation 境界層剥離 きょうかいそうは

くり
同 boundary
layer separation，
血流剥離

狭窄部の血流分布において，血管壁に沿った流れが壁
から離れる現象で，頸動脈や脳主幹動脈の狭窄部や湾
曲部でしばしば観察される．

F １１７ FV
mapping

flow velocity

mapping
血 流 速 度
マッピング

けつりゅうそくど

まっぴんぐ
関 color flow
mapping

経頭蓋超音波ドプラマッピング法のうち実時間的に計
測した血流速度に基づき，カラースケール表示したも
のである．

F １１８ focused

ultrasound
集束超音波 しゅうそくちょう

おんぱ
同 fixed beam
focus

超音波を集束させることである．超音波画像における
任意の深さにおいて横分解能の向上に利用できる．ま
た，高エネルギー超音波を集束させ．組織を熱凝固・
壊死させることもでき，腫瘍性疾患の治療等に用いら
れる．
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F １１９ ４ D −
US

four-dimensional

ultrasound
４次元超音
波

よじげんちょうお

んぱ
同 four−
dimensional
ultrasound system
（４D ultrasound
system）

立体構造の時間的変化を画像化することで，観察対象
の時間的・空間的情報を得る超音波検査法である．

F １２０ FPI Fourier pulsatility

index
フーリエ拍
動係数（指
数）

ふーりーえ ぱる

さたいるいんでっ

くす

関 Gosling−King
pulsatility
indexes，
pulsatility index
（PI）

ドプラ波形をフーリエ高調波解析して求めた PI値で
ある．TCDの血流速波形をフーリエ変換した高調波
成分の振幅を平均血流速度で割った値で定義される．
高調波は第１次もしくは第１～５次で解析されること
が多い．

F １２１ FPI
mapping

Fourier pulsatility

index mapping
フーリエ拍
動係数マッ
ピング

ふーりえ はくど

うけいすう まっ

ぴんぐ

血流速波形をフーリエ変換し，高調波の振幅/平均血
流速度を求めカラースケール表示したものである．

F １２２ ＊ frontal bone

window
前頭骨窓 ぜんとうこつそう 同 frontal

window
関 transfrontal
method，
経前頭骨法

TCDや TC−CFIで前頭部から超音波を後方に向けて入
射し，前大脳動脈のA２部の血流を評価するために用
いられる音響学的骨窓である．［参照］ acoutic window
の図（図２a～d）

F １２３ fundamental

imaging
基 本 波 イ
メージ

きほんはいめーじ 関 ハ ー モ ニ ッ
ク，セカンドハー
モニック

送信波数と同じ周波数帯域を利用した画像抽出法であ
る．

F １２４ fusion ３D 融合 3次元
画像

ふゅーじょんす

りーでぃ
一度のスキャンで繊細なカラー血管像と診断に必要な
繊細な組織像を得て３Ｄ画像を構築する機能である．

G １２５ gain 増幅度 げいん 関 automatic
gain control，
circuit，振幅度

入力に対する出力の比で，主に比の値が１より大きい
時用いる．生体からの超音波反射信号は微弱な電気信
号で得られる．この信号を振幅の大きな強い電気信号
にする処理を増幅，どのくらい増幅したかを示す係数
をゲイン（増幅度）という．一般に dB（デシベル）と
いう単位を用いる．

G １２６ gaseous

microemboli
気泡性微小
栓子

きほうせいびしょ

うせんし
同 solid
microemboli，
solid bubble
関micro bubble

気泡性，ガス性の微小栓子である．

G １２７ giant-cell

arteritis
巨細胞性動
脈炎

きょさいぼうせい

どうみゃくえん
関 temporal
arteritis

側頭動脈の自発痛，浅側頭動脈・後頭動脈の腫脹・硬
化・圧痛・脈拍微弱あるいは欠如，拍動性の頭痛など
を主徴とするリウマチ関連疾患である．血管超音波診
断法では側頭動脈壁の肥厚を確認できることがある．

G １２８ GSM gray scale

median
グ レ ー ス
ケール中央
値

ぐれーすけーる

ちゅうおうち
関 grayscale 頸動脈プラーク超音波輝度の定量的評価法として，Ｂ

モード画像をコンピューターに取り込み，内中膜と血
管内腔の輝度で補正したのちプラークの輝度を算出す
る方法である．

H １２９ ＊ hard plaque ハ ー ド プ
ラーク

はーどぷらーく 関高輝度エコー
対 soft plaque
（＃２９２）

soft plaqueや hard plaqueは硬さを表す用語なので JAN
では推奨しておらず，できるだけ使わない方針である．
［参照］プラークの図（図５a, b）

H １３０ HI harmonic

imaging
ハーモニッ
クイメージ
ング(法）

きょうめいぞう 同 harmonic
power imaging
関 harmonic
Doppler，second
harmonic Doppler
ultrasound

生体内に超音波を発射した際に造影剤である微小気泡
と共鳴またはそれを破壊したときに生じる非線形成分
をドプラ信号として捕らえる方法で，送信した基本周
波数によるドプラ周波数とその高調波周波数を弁別す
ることによりコントラスト分解能の高い画像を得る方
法である．

H １３１ ＊ harmonics 高調波 こうちょうは 超音波が媒質を伝播する時に基礎波以外に発生する高
調の波である．通常，整数倍になる．関連用語：基礎
波の周波数の２倍の周波数の波を二次高調波（２nd
harmonics）という．基礎波の周波数の３倍の周波数
の波を三次高調波（３rd harmonics）という．［参照］
harmonicsの図（図１１）

H １３２ hemodynamics 血行力学 けっこうりきがく 血液循環を流体力学的に研究する領域である．

H １３３ heterogeneous 不均一 ふきんいつ 同mixed
対 homogeneous
（＃１４２）

頸動脈粥状硬化病変（頸動脈プラーク）の超音波輝度
による分類で，高輝度や低輝度などの各種輝度が混在
しているものである．
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H １３４ ＊ heterogeneous

plaque
不均一型プ
ラーク

いきょうどぷらー

く・へてろじーな

すぷらーく

同

mixed plaque，
不均質プラーク
対 homogeneous
plaque（＃１４３）

内部構造が不均一で，高・低輝度成分が混在するプ
ラークである．［参照］プラークの図（図５a, b）

H １３５ HD
Flow

high definition

flow
高密度血流 こうみつどけつ

りゅう
power Doppler法の一つで，通常のカラードプラ画像
の速度表示と同様に方向を示すために青系と赤系の色
を採用している．高感度，高分解能で低速血流から高
速血流までの情報を検出し，血管血流の連続性も把握
できる．［注］GEが実用化した技術

H １３６ ＊ high-echoic 高輝度 こうきど 同 echogenic，
hyperechoic
関 hard（JANでは
推奨しない）
対 hypoechoic

照射された超音波を周辺組織より強く反射する性質の
ことである．Bモードでは白色が優った輝点の集合と
して画像化される．沈着したカルシウムは高エコー輝
度である．通常のゲインでは血管外膜は高エコー輝度
になる．

H １３７ HIFU high-intensity

focused

ultrasound

ハイフー はいふー 焦点での高エネルギーを得るために超音波を集束させ，
組織を熱凝固・壊死させる超音波治療である．前立腺
癌，子宮筋腫，肝腫瘍などの治療に臨床応用されてい
る．頭蓋内病変の治療にも応用が検討されている．

H １３８ HITS high-intensity

transient signal

(s)

一過性高輝
度信号

いっかせいこうき

どしんごう，ひっ

つ

同 Doppler
embolic transient
signal（s）， 一過
性高強度信号，
ドプラ一過性栓子
信号，
microembolic
signals（MES）

血流中に血液成分と異なる成分の流動子が存在する場
合，超音波ドプラ法において血流スペクトラム上に
chirp, snap, moanと表現される特徴的な可聴音を伴っ
てごく短時間検出される高輝度信号である．血液成分
とのドプラ信号の後方散乱の違いにより生じるとされ
る．なお，HITSの基本定義として，（１）chirp音な
どの可聴音の存在，（２）血流方向と同一方向性ドプ
ラ偏移，（３）持続時間３００ms以下の一過性信号，（４）
血流ドプラ成分より３dB以上強い信号成分があること
とされることが多い．

H １３９ high-pass filter 高域周波数
（通 過 型）
フィルター

はいぱすふぃる

たー
同 high−
frequency
component
対 low−pass
filter

高域周波数成分のみを通すフイルターである．

H １４０ high-resistance

flow
高抵抗性往
復血流

はいれじすてぃぶ

ふろー
同 high−
resistitive pulsed
Doppler，to−and−
fro

Doppler血流速波形にて，拡張期血流が減少し拍動性
が亢進した波形．（更に末梢血流抵抗が上昇すると，拡
張期の逆流を伴い to−and−froパターンを呈することも
ある）

H １４１ ＊ homogeneous 均質 きんしつ 対 heterogenous
（＃１３４）

頸動脈粥状硬化病変（頸動脈プラーク）の超音波輝度
による分類で，輝度が比較的に均質な状態である．

H １４２ ＊ homogeneous

plaque
均質プラー
ク

きんしつぷらーく 対 heterogenous
plaque（＃１３５）

内部構造が均一のプラークである．均一で低エコーの
ものはプラーク内出血を，高エコーのものは線維性病
変を疑う．［参照］プラークの図（図５a, b）

H １４３ hyperechogenicity 高 輝 度 エ
コー

こうきどえこー 同 intensely
echogenic，high
（level）echo，
low（level）echo，
hypoechogenic，
hyperechogenic

照射された超音波を周辺組織より強く反射する性質で
ある．Bモードでは白色が優った輝点の集合として画
像化される．石灰化に富む成分など，音響インピーダ
ンスの高い組織成分は，超音波の反射が強く，Bモー
ド上，輝度が高く表示される．

H １４４ ＊ hyperechoic

plaque
高輝度
（エコー）
プラーク

こうきどぷらーく 同 high−echoic
plaque，hyper−
echoic plaque
関石灰化プラーク

周辺組織（内中膜複合体もしくは近傍の筋肉）と比較
し相対的に超音波輝度が高いプラークである．プラー
クが石灰化成分を多く含むとプラーク輝度は高輝度と
なる．石灰化プラークでは，プラークに石灰化成分が
存在し，同部位より後方は超音波ビームが透過しない
ため無信号になる（音響陰影）．［参照］プラークの図
（図５a, b）

H １４５ hyperperfusion

syndrome
過灌流症候
群

かかんりゅうしょ

うこうぐん
関 hyperperfusion 頸部内頸動脈狭窄に対する頸動脈内膜剥離術や頸動脈

ステント留置術後などにおこる合併症である．脳血流
が急激に上昇し，頭痛やけいれんなどの症状や，さら
に脳浮腫や脳出血をきたすことがある．

H １４６ hyperventilation

test
過呼吸負荷
試験

かこきゅうふかし

けん
同過換気負荷試験 過換気（過呼吸）させることで血中CO２分圧減少によ

る脳血管収縮能をみるテストである．
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H １４７ hypoechoic 低輝度 ていきど 同

hypoechogenic，
low echolow，
echolow − echoic，
weakly
echogenict，
hyporeflective
関 echolucent，
sonolucent， soft
（JANでは推奨し
ない）

照射された超音波を周辺組織より弱く反射する性質．
Bモードでは黒色が優った輝点の集合として画像化さ
れる．通常のゲインでは血管腔は無エコーになる．

H １４８ ＊ hypoechoic

plaque
低輝度
（エコー）
プラーク

ていきどぷらーく 同 low−echoic
plaque，hypo−
echoic plaque，
echolucent plaque
関 echolucent
carotid artery
plaque

周辺組織（内中膜複合体もしくは近傍の筋肉）と比較
し相対的に超音波輝度が低いプラークである．B−mode
のみでは血管内血流と同程度の輝度で黒っぽく見える
ため，カラードプラなどを併用しないと明確に分から
ない場合がある．病理学的にはプラーク内出血，血腫，
脂質，壊死組織，炎症細胞浸潤であることが多い．
［参照］プラークの図

H １４９ hypoperfusion 低灌流 ていかんりゅう 対

hyperperfusion
脳血管の狭窄などにより支配領域の血流が低下するこ
とである．

I １５０ impedance index 音響特性イ
ンピーダン
ス

おんきょういん

ぴーだんす・いん

ぴーだんすいん

でっくす

同 acoustic
characteristic
impedance
関固有音響イン
ピーダンス

平面進行波の音場内の一点における音圧 pと粒子速度
vとの比は，一般には音波の周波数にかかわらず一定
ρcとなる［ p/v＝ρc］．この値を音響インピーダンス
（Z）といい，媒質の密度 ρ［kg/m３］と媒質中の音速
c［m/s］との積，すなわち Z＝ρcで表される．

I １５１ insonation 超音波照射 ちょうおんぱしょ

うしゃ
同照射
関入射

超音波ビームの照射であり，超音波検査のために探触
子から発する超音波をあてることである．

I １５２ insonation angle 入射角度 にゅうしゃかくど 同 angle of
insonation，
incident angle
関角度補正，
angle correction

血管走行軸と超音波ビームのなす角度で，ドプラ法に
より絶対流速を求めるのに必要である．角度が大きく
なるほど誤差が大きくなる．６０度以内が望ましい．＊
関連用語：角度補正（angle correction）

I １５３ insonation depth 超音波照射
深度

ちょうおんぱしょ

うしゃしんど
同入射深度 超音波を照射する際の，探触子から対象までの距離，

つまり深さである．通常は目的構造物に焦点深度を合
わせる．

I １５４ IBS integrated

backscatter
後方散乱信
号強度

こうほうさんらん

しんごうきょうど
関 blood
backscattering，
ultrasound
backscatter
signals，超音波後
方散乱信号

組織性 状 を 評 価 す る た め に 超 音 波 生 信 号
（radiofrequency信号；RF信号）を加工せずに，組織
から反射してくる超音波信号の強度を解析する方法．
任意の周波数における組織からの反射の程度を完全反
射体からのデータを参照にデシベル（dB）で表現した
ものが backscatter transfer functionであり，プロー
ブの有効周波数領域における backscatter transfer
functionの平均値で示される．また，組織から反射し
てくる超音波エネルギーの総和を反映する指標でもあ
り，RF信号を２乗して時間軸で積分することによっ
て求められる．［注］フィリップスにより実用化され
た．

I １５５ intermediate

echogenicity
等 輝 度 エ
コー

とうきどえこー 同

isoechogenecity
高輝度でもない低輝度でもない中間のエコーである．
等輝度である．

I １５６ intermittent

contrast imaging
間歇送信超
音波造影画
像

かんけつそうしん

ちょうおんぱぞう

えいがぞう

同 transient
response imaging，
flash echo imaging
（FEI），間歇的増
強図法
関 flash echo，
phase inversion法，
subtraction法

造影剤増強効果を高めるため超音波を間歇的に送信し
て撮像する画像法である．

I １５７ interventional

ultrasound
超音波誘導
血管内手術

ちょうおんぱゆう

どうけっかんない

しゅじゅつ

超音波を用いた血管内手術である．

I １５８ IMC intima-media

complex
内中膜複合
体

ないちゅうまくふ

くごうたい
関 IMT
（＃１５９）

血管内膜から中膜までを合わせた血管壁構成成分であ
る．
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I １５９ IMT intima-media

thickness
内中膜複合
体厚

ないちゅうまくふ

くごうたいこう
同 carotid
intima−media，
carotid（artery）
wall thickness，
wall thickness，
intima media
thickness of the
carotid artery
（CIMT），carotid
intima media
thickness

血管内膜と中膜をあわせた厚みである．

I １６０ IOUS intraoperative

ultrasound
術中超音波
診断法

じゅつちゅう

ちょうおんぱしん

だんほう

同 intraoperative
sonography，
intraoperative
ultrasonography
関 intraoperative
color flow
mapping，
intraoperative
Doppler
ultrasonographｙ，
intraoperative
microvascular
Doppler
sonography

手術中に行う超音波検査法の総称である．ドプラ法，
超音波コントラスト法，微小循環検査法などがある．

I １６１ intraplaque

hemorrhage
プラーク内
出血

ぷ ら ー く な い

しゅっけつ
同 plaque
hemorrhage

プラーク内に生じた出血である．プラークを崩壊させ
脳塞栓症を生じることがある．

I １６２ intraplaque

neovascularization
プラーク内
血管新生

ぷらーくないけっ

かんしんせい
血管プラーク内に増殖した微小血管床で，病理学的に
はプラーク内出血，不安定プラークを反映することが
多い．超音波造影剤を用いた頸動脈超音波検査法でプ
ラーク内部に異常造影効果を認める．

I １６３ IVUS intravascular

ultrasound
血管内超音
波検査

けっかんないちょ

うおんぱけんさ
同 intravascular
ultrasound
imaging，
intravascular
ultrasound images

血管内にカテーテル状の探触子を挿入し，血管壁の形
態やドプラ検査を行う検査法である．

I １６４ inversion mode イ ン バ ー
ジョンモー
ド

いんばーじょん

もーど
超音波で得られる信号を反転させることで hypoechoic
な部分を hyperechoicとして描出する方法である．

I １６５ isoechoic 等 輝 度 エ
コー

とうきどえこー 同moderately
echogenic，
intermediate
（＃１５５）

照射された超音波を周辺組織とほぼ同等に反射する性
質である．gainの設定によるが，Bモードでは周辺組
織と同様に灰色の輝点として画像化される．

I １６６ IVUS
−VH

IVUS virtual

histology
アイバス・
バーチャル
ヒ ス ト ロ
ジー

あいばす・ぶいえ

いち
血管内超音波（Intravascular ultrasound : IVUS）で得ら
れる信号から動脈硬化病変の組成をカラーマッピング
する方法である．４つの色調（緑：線維組織，黄緑：
線維脂肪組織，赤：壊死中心，白：石灰化）で表示す
る．

J １６７ ＊ jellyfish sign ジ ェ リ ー
フィッシュ
サイン

じぇりーふぃっ

しゅさいん
不安定プラークの可動部がクラゲのように動脈血流の
拍動に従って軟らかくたわんで見える様子である．
［参照］jelly fishサインの図（図６）

J １６８ jet flow ジェット流 じぇっとりゅう 狭窄部にみられる著しく速い血流である．

K １６９ KTDS knock-type

Doppler signal

（s）

ノックタイ
プドプラ信
号

のっくたいぷどぷ

らしんごう
同 knock−type
signal(s)

TCDで，とくに収縮期に観察される特徴的な叩く様
な音（knock音）のことである．穿通枝閉塞や小血管
病変に関連する所見と考えられているが，病的意義は
明らかでない．

L １７０ Lambl's

excrescences
ランブル突
起

らんぶるとっき 同 aortic valve
strands

１８５６年 Lamblらによって報告された大動脈弁に付着
する糸状構造物である．

L １７１ laminar flow 層流 そうりゅう 対乱流 流線がもつれたり交差しない整然とした流れを意味す
る．

L １７２ laser Doppler

flowmetry
レーザード
プラ血流計
測法

れーざーどぷらけ

つりゅうけいそく

ほう

レーザ光によるドプラ効果を活用した血流計測法で，
微小血管血流や組織表面血流に関する計測法である．
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L １７３ ＊ lateral resolution 方位分解能 そくほうかいぞう

ど
同側方解像度，
横方向分解能
関 resolution

超音波ビームと直角方向に並んだ２つの物体を別の
ものとして認識できる最小の距離のことである．［参
照］ resolutionの図（図７a, b）

L １７４ leading edge 前縁 ぜんえん 同 trailing edge
（＃３２６）

エコーで可視化される構造の端部分である．エコー信
号が最初に反射する先端部分を leading edge（前縁）と
よび，その後に引きずるようにのびながら反射する部
分を trailing edge（後縁）と呼ぶ．頸動脈の血管内膜
の境界はエコーゲインにより変化し，ゲインで変化の
少ない前縁とゲインにより大きさが変化する後縁を認
める．Far wallは血管内腔との境界が leading egdeと
なるが，near wallのエコーの一層は内膜面から血管に
エコーが入射した部分が leading egdeとなる．B−mode
で総頸動脈の血管径を計測するさいには，前縁間の距
離で計測する．

L １７５ lemon sign レモンサイ
ン

れもんさいん 同レモン徴候
関 banana sign
（＃２６）

胎児二分脊椎のときに出現してくることがある頭蓋骨
の変形をいう．バナナサインと同等の意義がある．

L １７６ Levovist� レボビスト� れぼびすと 第一世代の超音波造影剤で，組成はガラクトース
９９．９％およびパルミチン酸０．１％の混合微粒子から
なるマイクロバブル製剤である．

L １７７ linear array リニア探触
子列

りにあたんしょく

しれつ
関 linear scan，
linear array probe，
linear probelinear
array transducer，
linear−array
vascular probe

振動子エレメントを直線上に配列した探触子から超音
波を平行に投射する走査方法である．

L １７８ lipid core 脂質コア ししつこあ 関 lipid−rich core 動脈粥状硬化病変（プラーク）のうち脂質が主体の病
変で，不安定になりやすく破裂して塞栓源となる．脂
肪成分が貯留した部分では，通常超音波断層像で低輝
度エコーを示す．

L １７９ longitudinal

wave
縦波 たてなみ 関縦走査

対横波
（＃３３９）

媒質の振動が波の進行に対して並行であることをさす．

L １８０ LOC
imagin
g

loss-of-

correlation

imaging

疑似ドプラ
信号画像

ぎじどぷらしんご

うがぞう
超音波造影剤を用いた画像描出法の一種で，送信超音
波に対する気泡の消失過程をドプラ法で観察すると，
静止している気泡であっても，急峻な振幅や位相の変
化が観察され，周囲組織と弁別できる．

L １８１ lower limbs

venous

ultrasound

下肢静脈超
音波診断

かしじょうみゃく

ちょうおんぱしん

だん

下肢静脈エコー検
査

超音波装置を用いた下肢静脈の血栓を観察する検査法
である．

L １８２ low-pass filter 低域周波数
（通 過 型）
フィルター

ろうぱすふぃる

たー
関 low−
frequency
component
対 high−pass
filter

低域周波数成分のみを通すフィルターである．

M １８３ macaroni sign マカロニサ
イン

まかろにさいん 高安動脈炎（大動脈炎症候群）でみられる総頸動脈の
全周性のびまん性肥厚と内腔狭小化である．

M １８４ main beam メインビー
ム

めいんびーむ 関 side lobe 音場の主方向に生じるビームである．

M １８５ maximum

frequency
最高周波数 さいこうしゅうは

すう
同 peak
frequency

血管内を流れる血流の一心拍内の最高速度に一致する
周波数．狭窄度や左右差を評価する場合に用いること
が多い．

M １８６ MIP maximum

intensity

projection

MIP画像 みっぷがぞう 信号強度が強い部分を強調する再構成画像のことであ
る．
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M １８７ max
IMT

maximum intima-

media thickness
最大内中膜
（複合体）厚

さいだいないまく

ちゅうまく（ふく

ごうたい）こう

同最大 IMT，
intima−media
thickness in the
carotid bulb
（IMT－Bmax），
intima−media
thickness in the
common carotid
artery（IMT−
Cmax），intima−
media thickness in
the internal carotid
artery（IMT−Imax）

内膜中膜複合体厚の最大値で，粥腫部位も含める．

M １８８ ＊ Vs maximum peak

systolic velocity
収縮期最高
血流速度

しゅうしゅくきさ

いこうけつりゅう

そくど

同 peak systolic
flow velocity，
peak systolic
velocity，最大収
縮期血流速度

収縮期の血流速度の最大値である．血流速度波形の頂
点の血流速度を示す．［参照］ドプラ血流速波形の図
（図３a, b）

M １８９ Vmean mean flow
velocity

平均血流速
度

へいきんけつりゅ

うそくど
同mean blood flow
velocity，
Vmean，MFV
関 time averaged
maximum flow
velocity

１心拍内の血流速度を時間積分し，１心周期で割っ
た速度で表される．また血管断面内の血流速度分布を
空間積分し，その断面積で割った速度で計算する機種
もある．層流の場合は最大血流速度の１／２となる．
様々な測定方法があり処理の特性を理解する必要があ
る．（図３a, b）

M １９０ MV −
ratio

mean flow

velocity-ratio
椎骨動脈平
均血流速度
比

ついこつどうみゃ

くへいきんけつ

りゅうそくどひ

関 diameter−
ratio

椎骨動脈閉塞を診断するために導入された指標である．
椎骨動脈平均血流速度の左右比（MV－ratio＝対側MV
／関心側MV）＞１．４の際に異常と診断する．

M １９１ mean
IMT

mean intima -

media thickness
平均 IMT へいきんあいえむ

てぃー
２点以上の IMT の平均値である．

M １９２ MI mechanical

index
機械的指標 きかいてきしひょ

う
同メカニカルイン
デックス， MI
値
関 thermal
index（＃３１３）

超音波診断装置固有の安全基準の評価指標の一つであ
る．超音波の体内伝播は熱的変換を招くばかりでなく，
その疎密波による細胞膜などを大きく揺らす現象も伴
う．その振幅が大きすぎると細胞膜を引き裂くことも
あり得る．そこで組織におけるパルス圧の最大振幅を
指標とするため，その機械的圧力変化（負音圧）の
ピーク値を超音波周波数の平方根で割った値を定義と
して用いている．すなわち，［ MI＝Pr/K ��］である．
Pr：音場内の最大ピーク負音圧（MPa），f：キャリア
周波数（MHz），K：次元の補正係数（MPa・MHz１／２）．
［注］水では１気圧がかかった状態でMI＝１．０となり，
キャビテーションが発生する．生体組織ではMI＝２．０
を安全限界として考えられている．

M １９３ MFI micro flow

imaging
マイクロフ
ロー画像

まいくろふろーが

ぞう
第２世代造影剤を用いて組織内の血管構築を観察す
る方法として考え出された映像化技術で，高音圧を用
いて気泡を崩壊させて，再灌流の様子を観察する超音
波の送信と気泡のトレーシング処理とを組み合わせた
手法である．［注］TOSHIBAにより実用化された．

M １９４ microbubble

echo contrast
微小気泡性
超音波造影

びしょうきほうせ

いちょうおんぱぞ

うえい

微小気泡からなる超音波造影剤を用いた造影効果であ
る．

M １９５ microbubble

（s）
微小気泡性
超音波造影
剤

びしょうきほうせ

いちょうおんぱぞ

うえいざい

関 acoustic
bubble，galactose
microparticle（s）

微小気泡からなる超音波造影剤である．微小気泡超音
波造影剤を用いると経頭蓋超音波診断法実施時に頭蓋
内血管の描出が改善され，また経頭蓋超音波併用線溶
療法では線溶増強効果があるとされている．

M １９６ micro-convex

array probe
マイクロコ
ンベックス
探触子

まいくろこんべっ

くす
小型のコンベックス型探触子をさす．頸部頸動脈を観
察する際に，形状が丸く周波数が４－１０MHzのマイク
ロコンベックス探触子は，直線的で４－１３MHzのリニ
ア探触子より末梢まで内頸動脈を観察することができ
る．内頸動脈の分岐部が高位の場合や血流測定時の角
度補正が困難な場合，頸部血管起始部を観察する場合，
肥満等により椎骨動脈が深部に描出される場合などに
有用である．
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M １９７ microembolic

shower
多発性微小
栓子

たはつせいびしょ

うせんし
同 embolic
shower（s），
multiple shower
emboli

TCDモニタリング中に１心拍内に数個の微小栓子が
連なって検出される現象である．

M １９８ MES microembolic

signal（s）
微小栓子シ
グナル

びしょうせんしし

ぐなる
同 embolic
signal，
intracranial
microembolic
signal，cerebral
microembolic
signal，Doppler
embolic signals，
Doppler
microembolic
signal（s）
関 high
intensity transient
signal（s）（HITS）

TCDなどによる血流ドプラソノグラム中に，微小栓
子を原因とする特徴的な chirp音を伴う短時間持続す
る高輝度信号のことである．なおドプラ信号上の特徴
を示し，その発生源としては微小栓子でも微小気泡で
あっても良く，HITSとは多少意味が異なることもあ
る．HITSが実験や臨床上微小栓子に起因する事が示
され，本名称が使用され始めた．

M １９９ microembolus 微小栓子 びしょうせんし 関 transcranial
Doppler
microemboli，
TCD−detected
microemboli，
cardiac
microemboli

血流中の血液成分とは異なる成分の流動子で，血栓，
粥種，脂肪，（空気），疣贅などの断片からなる．TCD
で検出可能な微小栓子サイズは，固形体で２００－４００
μm以上，空気で２０μ 以上とされている．

M ２００ micro - vascular

Doppler
微小血管ド
プラ

びしょうけっかん

どぷら
同

microvascular
Doppler
flowmeter，マ イ
クロドプラ血流計
関 intraoperative
ultrasound

脳血管に関連する手術中に広く応用されており，パル
スドプラ法による音響的な血流検出装置で，高周波帯
の超音波（２０～３０ＭHz）が応用されている．

M ２０１ midline echo 正中エコー せいちゅうえこー 関 A−mode
（＃１０）

頭蓋内の正中面上にある構造物から得られるエコーの
総称である．反射源としては第３脳室が代表的だが，
その他に透明中隔，松果体，大脳鎌，半球間裂などが
挙げられる．右（左）側に大きな腫瘍があると正中線
の位置が左（右）へずれる．

M ２０２ MinIP minimum

intensity

projection

最小値投影
法

さいしょうちとう

えいほう
同MIP
（＃１９０）

３次元超音波で得られた視点と投影面の間のエコー
信号を直線上でボクセルデーターとして抽出し，その
中の最小値を投影面に投影する表示方法である．

M ２０３ mirror image

artifact
鏡像現象に
よるアーチ
ファクト

きょうぞうげん

しょうによるあー

ちふぁうくと

同 duplication
image（＃８９）
関 carotid ghost

血管壁などその表面の凹凸が超音波波長より十分長い
滑らかな面では，超音波が鏡面反射され反射面を境に
して実像と対称な位置に虚像が生じる．

M ２０４ mitral valve

strand（s）
僧房弁付着
糸状構造物

そうぼうべんふ

ちゃくいとじょう

こうぞうぶつ

同 aortic valve
strand，Lambl’s
excrescence

僧房弁に付着する糸状構造物で，塞栓源となりうる．

M ２０５ ＊ mixed plaque 混合プラー
ク

こんごうぷらーく ［参照］プラークの図参照．（図５a, b）

M ２０６ M-mode Mモード えむもーど 同motion−
mode，time−
motion−mode，
M−mode images
関 grayscale
image，gray−
scale imaging，
gray scale level，
gray−scale M−
mode images，M
−mode imaging，
M−mode power
Doppler

超音波探触子表面からエコー源までの距離の時間的変
化を表示する方法である．縦軸を探触子からの距離と
し，横軸を時間軸とする．心臓弁のように動きのある
ものや可動性の病変を観察する場合に良く用いられる．
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M ２０７ ＊ mobile plaque 可 動 性 プ
ラーク

かどうせいぷらー

く
関不安定性プラー
ク

可動性プラーク．プラークの一部や全体が心拍動に合
わせて独自の動きを有するプラークのことである．
［参照］プラークの図（図５a, b）

M ２０８ motion artifact モーション
・ア ー チ
ファクト

もーしょんあーち

ふぁくと
探触子の動き，あるいは呼吸や心拍による臓器の動き
から生じる像の乱れである．

M ２０９ MRI-guided

focused

ultrasound

MRIガイド
下局所超音
波(照射)法

えむあーるあいが

いどかきょくしょ

ちょうおんぱしょ

うしゃほう

関 MRI − guided
noninvasive
ultrasound
surgery， focused
ultrasound system
for MRI imaging

MRI同時撮影下で，経時的な変化を評価しつつ，超音
波ビームを局所的に照射することで，対象組織の壊死
や血管の塞栓化を図る．腫瘍や子宮筋腫に対する非侵
襲的治療として臨床応用が検討されている．

M ２１０ multifrequency

Doppler
多周波数ド
プラ法

たしゅうはすうど

ぷらほう
２．０MHzと２．５MHzの２つの周波数を同時に送受信可
能な特殊なプローブが備わっており，気泡からなる微
小栓子と固形物よりなる微小栓子をリアルタイムに鑑
別可能なシステムとされている．［注］DWL社のEmbo
−Dopに付属する機能．

M ２１１ multigate pulsed

Doppler

sonography

多ゲート超
音波パルス
ドプラ法

たげーとちょうお

んぱぱるすどぷら

ほう

関 dual − gated
transcranial
Doppler
ultrasound，
bigated
transcranial
Doppler，
multigate pulsed
Doppler method，
microembolic
signals bigate
probe

パルス波を用いたドプラ法で，複数のゲートを用いる
ことにより異なった深度の複数の部位でのドプラ周波
数偏位を同時に計測することが出来る方法である．微
小栓子信号をアーチファクトと鑑別して捉えるために
用いられることが多い．

M ２１２ multiple echo 多重エコー たじゅうえこー 同multiple
reflection，多 重
反射
関 reverberation

振動子から放射された超音波パルスが強反射対の間
(対象と振動子など)を何回も往復して反射される現象．
表示部上には反射対の距離に相当する間隔で複数のエ
コーが現れる．特に近接した面での反復反射を
reverberationと呼ぶ．

N ２１３ near and far

walls
近位と遠位
壁

きんいとえんいへ

き
関 far wall，
near wall

頸動脈エコーで血管内腔の探触子に近い側の壁（近位
壁）と遠い側の壁（遠位壁）のことである．

N ２１４ near wall 近位壁 きんいへき 関近位側壁， 遠
位壁

血管内壁の近位壁である．Near wallの IMTは実際の
位置より内腔よりに描出され，外膜や内中膜も実際よ
り厚く描出されるために，IMTの測定に適していない
ことがある．

N ２１５ near-field

artifact
近距離音場
アーチファ
クト

きんきょりおんば

あーちふぁくと
コンタクト法によるエコーで振動子に接する部分，す
なわち近距離では送信波と体表組織からの反射波等が
相互に干渉し合い複雑な音場を形成する．この近距離
音場で生ずるアーチファクトのことである．

N ２１６ neurosonic

surgery
超音波外科
手術

ちょうおんぱげか

しゅじゅつ
超音波を用いた外科手術．岡 益尚（Masuhisa Oka）
が世界に先駆けて第一例目の超音波による定位的脳手
術を成功させた．

N ２１７ neurosonology 神経超音波
医学

しんけいちょうお

んぱいがく
脳，脊髄，末梢神経，筋肉に関する超音波医学で，診
断，治療，予防を含む．

N ２１８ nigral ultrasound 黒質超音波 こくしつちょうお

んぱ
関midbrain
ultrasound

経頭蓋超音波診断法を用いて評価可能な中脳構造物で
ある．パーキンソン病では中脳黒質部が高輝度エコー
として観察できることがある．

N ２１９ no diastolic

flow
拡張期無血
流

かくちょうきむけ

つりゅう
同 diastolic
tailing，拡張期血
流消失

拡張期に血流を認めない状態である．末梢血管抵抗が
極端に上昇している場合に生ずる．

N ２２０ no reflow

phenomenon
再灌流消失
現象

さいかんりゅう

しょうしつげん

しょう

脳血流停止後の再灌流時に脳血流の再開が認められな
い状態である．

N ２２１ no signal 無信号 むしんごう 関 zero flow，
undetectable，
non−filling

究極的に頭蓋内血流が完全停止した状態で，血流速波
形検出不能となった状態である．頭蓋内圧亢進による
脳灌流圧低下が進行し，脳血流が停止した時に出現す
る．
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N ２２２ noise 雑音 ざつおん 対 sound
関 S/N

目的にとって不要なまたは有害な成分のこと，あるい
は不規則性信号成分のことである．

N ２２３ non specular

reflection
非鏡面反射 ひきょうめんはん

しゃ
関散乱 鏡面反射に対して様々な方向に反射される反射を非鏡

面反射（乱反射）という．生体での検査対象の反射面
はざまざまな程度の非鏡面であり，生体での反射波の
実際は散乱波である．

N ２２４ non-harmonic

murmur
非調和性雑
音

ひちょうわせいざ

つおん
頭蓋内血管狭窄性病変に伴う乱流による音響学的現象
の一つである．

N ２２５ NSSIC non-smoke

spontaneous

individual

contrast

NSSIC えぬえすえすあい

しー
コントラスト経食道心エコー図検査において，卵円孔
開存の検出に際し，Valsalva負荷のみを行い左房を観
察すると，輝度が比較的低く，不整型の粒状エコーを
左房内に一時的に観察することである．肺静脈内の血
流うっ滞による赤血球の連銭形成を反映している．

N ２２６ ＊ NASC
ET

North American

Symptomatic

Carotid

Endarterectomy

Trial method

NASCET法 なせっとほう 同 NASCET
method
関 ECST法
（＃１０８），
Area法

長軸での狭窄度の超音波計測法で，遠位の内頚動脈が
基準となる．［参照］狭窄率の図（図４）

N ２２７ nyquist ナイキスト
限界

ないきすとげんか

い
同 Nyquist limit
関 Nyquist
frequency， 最大
検出ドプラ偏位周
波数

パルスドプラ法では検出可能なドプラ偏位周波数があ
り，pulse repetition frequency：PRF（送信パルスと送
信パルスとの間隔であるパルス繰り返し周波数）の半
分までしか表せないという制約がある．この PRF
の１／２の周波数をナイキスト周波数（最大検出ドプ
ラ偏位周波数）と呼び，これを超える周波数成分を標
本化すると折り返し現象（エイリアジング）を起こす．

O ２２８ ocular ischemic

syndrome
眼虚血症候
群

がんきょけつしょ

うこうぐん
内頸動脈狭窄などの何らかの原因により網膜の循環が
不良となり慢性化した状態である．

O ２３１ ＊ ophthalmic

artery Doppler

sonography

眼動脈ドプ
ラ血流検査

がんどうみゃくど

ぷらけつりゅうけ

んさ

同 transorbital
ultrasound
関 ophthalmic
artery Doppler
ultrasonography

経眼窩的に行う眼動脈の血流ドプラ検査である．［参
照］acoutic windowの図（図２a～d）

O ２３０ ＊ orbital bone

window
眼窩窓 がんかそう 同 transorbital

insonation
関 ophthalmic
artery Doppler
sonography

TCDや TC－CFIで，眼瞼上から眼窩を経由して超音
波照射を行い，眼動脈・網膜中心動脈・上眼静脈・頭
蓋内血管などの血流計測を評価するために用いられる
眼窩超音波骨窓である．［参照］acoutic windowの図
（図２a～d）

O ２３１ oscillating

thrombus
オッシレイ
ティングス
ロンブス

おっしれいてぃん

ぐすろんぶす
心拍動と同期し長軸方向に伸長短縮する血栓である．

P ２３２ paradoxical

embolism
奇異性塞栓
症

きいせいのうそく

せんしょう
関卵円孔開存，
右左シャント

卵円孔開存（patent foramen ovale：PFO），肺動静脈痩
（pulmonary arterioveous fistula：PAVF），心房中隔欠
損，心室中隔欠損などの右左シャントがあると，右心
系の血栓が右左シャントを通って左心系に流入して動
脈塞栓を起こすことである．

P ２３３ parametic

imaging
パ ラ メ ト
リ ッ ク イ
メージ

ぱらめとりっくい

めーじ
組織灌流画像描出において，時間－強度曲線を解析し，
得られるパラメータを画像化したものである．パラ
メータの変化がカラー化され，視覚的にはわかりやす
い．

P ２３４ PFO patent foramen

ovale
卵円孔開存 らんえんこうかい

ぞん
本来生後まもなく１次中隔が２次中隔と癒合して閉
鎖するはずの卵円孔が癒合せず，開存している状態で
ある．卵円孔開存を介して，右心系に存在する血栓が
左心系に流入し奇異性脳塞栓症を発症する．

P ２３５ ＊ Vs＝
PSV

peak systolic

flow velocity
収縮期最高
血流速度

しゅうしゅくきさ

いこうけつりゅう

そくど

同 systolic flow
velocity，peak
systolic flow
velocity（PSV），
収縮期最大流速

１心拍中の収縮期最高血流速度である．［参照］ドプ
ラ血流速波形の図（図３a, b）

P ２３６ pearl and string

sign
数珠玉状様
所見

じゅずだまよう

しょけん
動脈解離で認められる血管撮影所見で，狭窄と拡張が
混在している様子が認められる．

P ２３７ pediatric

transcranial

Doppler imaging

小児経頭蓋
超音波ドプ
ラ画像法

しょうにけいずが

いちょうおんぱど

ぷらがぞうほう

関 pediatric
transcranial color
flow imaging

小児において，大泉門や側頭部などを acoustic window
として得られる超音波ドプラ画像法である．脳死判定
への応用や外傷，水頭症の補助診断に利用されている．
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P ２３８ penetrating

atherosclerotic

ulcer

穿通性動脈
硬化性潰瘍

せんつうせいどう

みゃくこうかいせ

いかいよう

同 penetrating
aortic ulcer，穿通
性アテローム［動
脈硬化］（粥状硬
化）性潰瘍
関 penetrating
aortic ulcer（穿通
性大動脈潰瘍），
penetrating
atherosclerotic
ulcer of aorta，
penetrating
atherosclerotic
aortic ulcer

大動脈壁の動脈硬化病変が限局的に解離して血管内に
破綻し潰瘍性病変となったものである．

P ２３９ perfusion

imaging
組織灌流画
像

そしきかんりゅう

がぞう
同 灌 流 像，
ultrasound
perfusion imaging
（UPI）， harmonic
perfusion imaging
（HPI）

CT/MRIなどの神経放射線学的画像診断法と同様に，超
音波造影剤と経頭蓋カラードプラ法の機器を用いるこ
とにより，脳組織灌流状態を描出した画像である．

P ２４０ perioperative

sonography
周術期超音
波検査（法）

しゅうじゅつき

ちょうおんぱけん

さ

術前・術後の超音波検査法である．

P ２４１ phase inversion 位相反転 いそうはんてん 関 pulse
inversion
harmonic imaging
（＃２６４）

Harmonic imaging撮像法の一つ．反転したパルスを２
回に分けて送信し，生体内からは基本波及び造影剤の
反射である基本波と造影剤の非線形効果により発生し
た harmonic信号を受信，これを加算すると，基本波
は反転波形のため減算となり，harmonic信号は加算と
なり，帯域の広い harmonic信号を受信することで，分
解能が高い画像を得ることができる．

P ２４２ phased array フェーズド
アレイ

ふぇーずどあれい 微小な超音波振動子を連続的に配列し，各振動子の印
加電圧のタイミングや大きさを少しづつずらすことに
よって，配列全体として超音波ビームの方向や焦点位
置を変えることができる．リニア走査,セクタ電子走
査などに使用されている．

P ２４３ plane-of-section 断層面 だんそうめん 超音波ビームの走査面（薄い切断面）によって描出さ
れる断面のことである．

P ２４４ plane-of-

section artifact

（s）

断層面アー
チファクト

だんそうめんあー

ちふぁくと
対象血管（主として頸動脈）にプラークや蛇行がある
場合，Bモード縦断面でみられるアーチファクトであ
る．エコー画像は断層面であるため血管内腔の狭窄所
見を過大，あるいは過小評価することがある．

P ２４５ ＊ plaque プラーク ぷらーく 同粥腫 血管壁の内面が，血管内壁より管腔側へ動脈硬化で隆
起したものである．［注］JANでは IMTが１．１mm
以上のものと定義している）［参照］プラークの図

P ２４６ PN plaque number プラーク数 ぷらーくすう 頸動脈検査にて，検索範囲内で IMTが１．１mm以上あ
る地点をプラークとし，左右頸動脈それぞれのプラー
クの総数をあらわしたものである．

P ２４７ PS plaque score プラークス
コア

ぷらーくすこあ 左右頸動脈における各プラークの最大壁厚の総和であ
る．［参照］Neurosonology１９：４９－６９，２００６

P ２４８ PV plaque volume プラーク体
積

ぷらーくたいせき 同 carotid
plaque volume

３次元超音波画像で得られるプラーク体積のデータ
である．［注］測定機種により cm３，mm３の２種類の
表記法がある．

P ２４９ plug flow

pattern
プラグ状フ
ローパター
ン

ぷらぐじょうふ

ろーぱたーん
同 parabolic
flow pattern，放物
線状血流パターン
関らせん血流パ
ターン， helical
flow pattern

血管内の壁近傍と中心部における流速がほぼ等しい層
流を呈する血流パターンである．大動脈など大血管に
みられる正常な血流パターンの一つ．

P ２５０ Poiseuille's law ポアズイユ
の法則

ぽあずいゆのほう

そく
管内を流れる層流において，液体の流量（Q），粘性
（η），管の半径（R），長さ（L），両端の圧較差（△P）
の間に成立する法則である．以下の関係である（ポア
ズイユの式）．［Q＝（πR４×�P）／（８ηL）］．［参照］
マニュアル，p２１４

97（22）

●
N
eurosonology

２４（
２
・
３
）
２０１１



ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

番号
重
要
語

略語 英語用語 日本語用語
日本語用語
［読み］

同意語
［関連用語］

説明

P ２５１ ＊ post-stenotic

pattern
狭窄後血流
波形

きょうさくごけつ

りゅうはけい
近位部の狭窄が進行するにつれ，計測部位での流速が
低下し， 立ち上がり時間が延長する血流速波形のパ
ターンである．［参照］狭窄後血流波形の図（図８）

P ２５２ Pourcelot プースロー プースロー 関 RI 人名．Pourcelot’s cerebral vascular resistance indexを提
唱した．

P ２５３ power Doppler パワードプ
ラ法

ぱわーどぷらほう 同 power
Doppler imaging
（PDI），angio
mode，power
Doppler
sonography
関 power
spectrum， color−
flow power
Doppler，
ultrasonography，
power coding，
power−based color
−coded duplex
sonography

血流によって変化するドプラ効果を受けた超音波反射
強度の積分値を求め，カラー表示する方法である．血
流速度や血流方向にあまり依存せず血流（存在領域）
が表示される．血流方向は表示されない．

P ２５４ power harmonic

imaging
パワーハー
モニック法

ぱわーはーもにっ

くほう
Power Dopplerを用いた Harmonic imaging撮像法の一
つである．

P ２５５ power M-

modeDoppler
パ ワ ーM
モード ドプ
ラ(法）

ぱわーえむもーど

どぷらほう
同 power
motion Doppler
（PMD），power
motion mode
Doppler（ PMD −
TCD）

超音波ビーム上の５－６cmにわたって，各血流の信
号強度と方向をカラー表示でき，同時に任意の１つ
の深度のドプラ血流速波形も表示可能とする方法であ
る．骨窓の探索や目的部位の血流速波形の測定が容易
になる．［注］Spencer Technologies社製 PMD１００に最
初に導入された機能

P ２５６ pseudo-

occlusion
偽閉塞 ぎへいそく near−occlusion 内頸動脈起始部に高度狭窄があり，末梢の灌流圧が極

度に低下して内腔虚脱に陥り，閉塞様の所見を呈する．
頸部血管超音波検査のBモードのみでは，偽閉塞を完
全閉塞から鑑別することは非常に難しい．

P ２５７ ＊ PI pulsatility index 拍 動 係 数
（指数）

はくどうけいすう 同 Gosling−King
pulsatility
indexes， Fourier
pulsatility index
（FPI），pulsatile
index

血流速の変異性の程度，波形の評価を客観的に表す指
標である．Gosling & Kingが最初に式を発表した．ド
プラビームと血流のなす角度に依存せず，次式で算出
される．［ PI＝（Vs－Vd）／TAMX］．Vsは収縮期最高血
流速度，Vdは拡張末期血流速度，TAMXは一心拍内
の平均血流速度である．［注］RIが一心拍中の２点の情
報しか考慮していないのに対し，PIは一心拍中のすべ
ての情報を含んでいる．［参照］ドプラ血流速波形の図
（図３a, b）

P ２５８ PTI pulsative

transmission

index

拍動伝達係
数（指数）

はくどうでんたつ

けいすう
頸動脈に病変がある場合，病側の中大脳動脈の PI
を反対側の PIで除して求める係数である．

P ２５９ pulse inversion パルスイン
バージョン

ぱるすいんばー

じょん
同 pulse
inversion
harmonic imaging
（＃２６４）
関 phase
inversion（＃２４５）

位相が異なる２つの波を送信し，送信周波数と同じ
周波数成分を除き高調波成分のみを収集する方法であ
る．

P ２６０ PIHI pulse inversion

harmonic

image

パルス反転
ハーモニッ
ク像

ぱるすはんてん

はーもにっくぞう
関 phase
inversion（＃２４５）

送信パルスの位相を反転させる方法を pulse inversion
という．pulse inversion法で反転したパルスを２回に
分けて送信することで，生体内からの基本波が減算さ
れ超音波造影剤からのハーモニック信号が加算され，
基本波を除去した高感度のハーモニック信号を広い帯
域で受信でき，この分解能の高い harmonic imaging
を PIHIという．

P ２６１ PRF pulse repetition

frequency
パルス繰り
返し周波数

ぱるすくりかえし

しゅうはすう
単位時間内のパルスの繰り返し回数である．B mode
断層法では高いほど目の細かい表示が可能となる．カ
ラードプラ断層法では高いほどフレーム数が増え，視
野深度は浅くなり，検出できる血流の速度は速くなる
が，感度は低下する．

P ２６２ ＊ pulse wave パルス波 ぱるすは 対連続波 定常状態から振幅が急激に変化し，再び元の状態に戻
る形をパルスといい，その波形の波である．パルス波
は超音波を発信した時間と受信した時間を計測できる
ため，反射源の位置を特定できる．［参照］waveの図
（図９）
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P ２６３ PWV pulse wave

velocity
脈波伝播速
度

みゃくはでんぱそ

くど
関 脈 波 速 度，
baPWV， cfPWV

左室からの血液拍出によって生じる圧脈波が，動脈壁
を伝播する速度である．圧脈波の伝播は，動脈管が硬
いほど，内腔が細いほど，血管壁が厚いほど速い．こ
れにより動脈の硬さを推定することができ，動脈硬化
の進展を定量的に表すパラメータの一つとなる．計測
方法や機器によって腕足首間で計測するもの
（baPWV）や頸動脈大腿動脈間で計測するもの
（cfPWV）がある．

P ２６４ pulsed Doppler

sonography
パルスドプ
ラ法

ぱるすどぷらほう 同 range − gating
Doppler， range −
gated Doppler，
pulsed−wave
Doppler imaging
関 pulse−echo
techniques，
pulsed − Doppler
ultrasound

一定周期で断続的に超音波（間欠波，パルス波）を発
射することで，一定の距離からの反射信号のみを選択
的に取り出すドプラ法である．生体内の任意の深さの
血流を測定するのに用いられる．

Q ２６５ QFM quantitative flow

measurement
超音波定量
的血流量測
定

ちょうおんぱてい

りょうてきけつ

りゅうりょうそく

てい

同 quantitative
Doppler indice（s）
関quantitative flow
measurement
system

動脈血流量の絶対値を計測する方法の一つで照射角度
に依存しないドプラ法によって血管断面内の平均血流
速度を測定すると同時に血管径と拍動を計測し，断面
積を求め流速と断面積の積から血流量を算出する方法
を採用している．主に頸動脈を検査対象にした専用装
置が用いられている．

R ２６６ radiofrequency

signal
RF信号 あーるえふしんご

う
同超音波生信号 組織などで反射した超音波の反射信号が探触子で受信

されたときの超音波生信号である．RF周波数は１０
kHz程度から１００GHz程度までの周波数であるが，こ
の周波数または周波数帯域を持つ信号を RF信号と呼
ぶ．組織性状を評価するために用いられ integrated
backscatter法で用る．

R ２６７ ＊ range resolution 距離分解能 きょりぶんかいの

う
関 resolution 超音波ビームの進行方向上にある２つの物体を別のも

のとして認識できる最小の距離のことである．［参照］
resolutionの図（図７a, b）

R ２６８ real-time

ultrasonography
実時間超音
波診断法

じつじかんちょう

おんぱしんだんほ

う

同 real − time
imaging
関 real − time
spectral analysis

高速走査装置によるリアルタイム（実時間）的な超音
波画像を得る方法である．リアルタイムに診断できる
超音波診断（特に Bモードや duplex超音波診断）の
最大の特徴である．

R ２６９ reference gate

depth（s）
参照ゲート
深度

さんしょうげーと

しんど
同血流測定深度 超音波ドプラ法で任意の深さの血流を測定する際に，

パルス信号にゲートを設定して特定の信号を取り出す
が，その参照となるゲートの深度を指す．

R ２７０ refill kinetics リフィル解
析

りふぃるかいせき 心筋コントラストエコー法で導入された組織灌流の定
量的解析法で，超音波造影剤の持続注入により，流入
曲線を解析する．

R ２７１ CBF regional cerebral

blood

flow

局所脳血流 きょくしょのうけ

つりゅう
同 regional
blood flow
関 cerebral
blood flow，
cerebral perfusion
pressure

脳局所の血流である．脳血流（CBF）は，平均血圧と
頭蓋内圧の差である脳灌流圧（CPP）と脳血管抵抗
（CVR）の２つの因子によって規定され，CBF＝CPP
/CVRの関係式が成立する．

R ２７２ remodeling,

positive
陽性リモデ
リング

ようせいりもでり

んぐ
対陰性リモデリン
グ

動脈硬化などにより血管壁が厚くなるとともに外膜間
径が大きくなる現象を指す．

R ２７３ ＊ RI resistance index 抵抗係数 ていこうけいすう 同抵抗指数
関 Pulsatility
index（PI），
Pourcelot

末梢血管抵抗を表す指標で，Pourcelotが初めて表した．
ドプラビームと血流のなす角度に依存しない．次式で
算出される．［RI＝（Vs－Vd）／Vs］．［参照］ドプラ血
流速波形の図（図３a, b）

R ２７４ ＊ resolution 分解能 ぶんかいのう 関 range
resolution，lateral
resolution，
spatial resolution，
time resolution

接近した対象を分離して表示しうる能力である．［参
照］resolutionの図（図７a, b）

R ２７５ reverse flow 逆流 ぎゃくりゅう 同 retrograde
flow，retrograde
blood flow

順流に対する逆方向の流れである．

R ２７６ Re Reynolds

number
レイノルズ
数

れいのるずすう 流れの慣性力と粘性力の比で，液体密度（ρ），液体粘
度（μ），管内流体速度（V），管直径（d），動粘度
（ν）より，次式で表される．［Re＝ρVd／μ＝Vd／ν］．
層流から乱流に移行する遷移がはじまるときのレイノ
ルズ数を臨界レイノルズ数（critical Reynolds）とよぶ．
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R ２７７ RLS right-to-left shunt

（s）
右左シャン
ト

みぎひだりしゃん

と
右心系の血液の一部が肺毛細血管床を経由せずに左心
系へ流入する病態で，奇異性脳塞栓症の原因となる．
原因となりうる疾患として，卵円孔開存症，心房中隔
欠損症，肺動静脈瘻などが知られている．

S ２７８ sample length 血流測定長 けつりゅうそくて

いちょう
関 sample
volume

超音波パルスドプラ法における血流測定部位の任意の
幅である．

S ２７９ sample volume サンプルポ
リュ－ム

さんぷるぼりゅー

む
同 sample
volume depth，
sampling depth，
標本容積

超音波パルスドプラ法において，血流速度を測定した
い場所に定める観察領域で，超音波パルス幅とビーム
幅とで決定される．

S ２８０ sandstorm sign 砂嵐サイン すなあらしさいん 関 embolic
showers

操作中の治療側の波形モニタの画面全体に拡がる激し
い高輝度信号で，通常 3秒以上は続く．血管造影や生
理食塩水をフラッシュする時以外に出現するものであ
る．

S ２８１ scanning depth 走査深度 そうさしんど 超音波断層表示をした時に，プローブ表面から描出さ
れる最遠点までの距離である．

S ２８２ scattering 散乱 さんらん 関 attenuation，
absorption，
diffuse

超音波がその波長より極端に小さい反射体から反射さ
れる場合，その微小反射体を中心とする反射波を発生
させることである．四方八方に広がること．

S ２８３ ＊ SHI second

harmonic

imaging

2次高調波映
像法

にじこうちょうは

えいぞうほう
二次高調波を用いた harmonic imagingである．［参照］
harmonicsの図（図１１）

S ２８４ sector probe セクタ型プ
ローブ

せくたがたぷろー

ぶ
同 sector
transducer
関 linear，
convex

扇形に振動子を動かしスキャンするタイプの探触子で
ある．接触面が小さく広角のため狭い所から内部を広
く観察できるが，深部では解像度が低下する．

S ２８５ STC sensitivity time

control
感度時間調
節

かんどじかんちょ

うせつ
同 time gain
control（＃３１６），
time gain
compensation

増幅器のゲインを一掃引の間で時間的に変え，距離に
よる減衰などを補正調節することである．

S ２８６ side lobe サイドロー
ブ

さいどろーぶ 同副極大，
side lobe artifact
対main beam

音場において目的とする方向（主方向）以外に生じる
ビームを指す．アーチファクトの原因の一つとなる．

S ２８７ SNR signal - to - noise

ratio
SN比 えすえぬひ 同 S/N ratio，信号

対雑音比， 信号
ノイズ比

測定信号における有効な信号成分と，雑音成分のエネ
ルギー比である．

S ２８８ ＊ soft plaque ソ フ ト プ
ラーク

そふとぷらーく 関低輝度プラーク
対 hard plaque
（＃１３０）

［参照］プラークの図を参照してください．soft plaque
や hard plaqueは硬さを表す用語なので JANでは推奨
しておらず，できるだけ使わない方針である．（図５
a, b）

S ２８９ solid

microembolus
固形微小塞
栓子

こけいびしょうそ

くせんし
同 solid
microemboli
対 gaseous
microembolus，
gaseous
microemboli

血栓などの固体性の微小栓子による塞栓子である．

S ２９０ sonogram ソノグラム そのぐらむ 同 echogram，
sonograph，
ultrasonogram

超音波パルス診断により得られた，体内構造の画像で，
断層像とドプラソノグラムがある．

S ２９１ sonographer 超音波検査
士

ちょうおんぱけん

さし
関

neurosonographer
超音波検査を専門に行う職種である．

S ２９２ sonoporation ソノポレー
ション

そのぽれーしょん 同音響穿孔法 微小気泡が付着した細胞膜をパルス超音波照射により
細胞膜の透過性を一時的に向上させ，遺伝子や薬物を
細胞内へ導入する方法である．

S ２９３ sonothrombolysis 超音波血栓
溶解

ちょうおんぱけっ

せんようかい
超音波照射による血栓溶解（促進）効果を利用した治
療法で，例えば中大脳動脈閉塞症に対して TCDや
TCCSを併用することで閉塞血管の再開通率を改善す
る試みがなされている．

S ２９４ sound pressure 音圧 おんあつ 超音波や音波が伝播する際に媒質内に生ずる圧力で単
位は Pa（パスカル）である．
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S ２９５ I SPTA spatial peak-

pulse temporal-

average

intensity

空間的ピー
クの時間的
平均音響強
度

あ い え す ぴ ー

てぃーえー
同空間ピークパル
ス平均強さ

超音波の生体に対する安全性は主に生体組織内での空
間的ピークの時間的平均音響強度（I SPTA：Intensity of
spatial peak−pulse temporal−average）と空間的ピークパ
ルスの平均的音響強度（I SPPA：Intensity of spatial peak−
pulse average）によって概ね決定される．I SPTAは繰返
しパルスの時間平均強度であり，主に温熱作用を考え
る時に有用な値となる．I SPTAの単位はmW/cm２である．
I SPPAの単位はW/cm２である．

S ２９６ ＊ spatial resolution 空間分解能 くうかんぶんかい

のう
関 resolution 近い距離にある２つの物体を別のものとして認識でき

る最小の距離のことである．［参照］ resolutionの図
（図７a, b）

S ２９７ I SATA spatial - average

temporal

average

intensity

空間平均時
間平均イン
テンシティ

くうかんへいきん

じかんいんてんし

てぃ

同空間平均時間平
均強度
関 spatial−
average temporal
average intensity
（SATA），spatial−
peak temporal
average intensity
（SPTA），spatial−
average temporal
peak intensity
（SATP），spatial−
peak temporal
peak intensity
（SPTP）

ビーム断面内で時間的平均音響強度を平均した値であ
る．その単位はmW/cm２となる．人体への超音波照射
時の安全性の評価に関係する超音波音場のパラメー
ターとして用いる．

S ２９８ speckle noise スペックル
像

すぺっくるぞう 同 speckle
pattern

超音波の波長に比べて小さな散乱体群によって生じる
散乱波の干渉による像のことである．

S ２９９ SBI spectral

broadening

index

周波数広域
化指数

しゅうはすうこう

いきかしすう
関 Douville，
spectral
broadening

末梢血流抵抗の指標の一つである．デュヴィルらによ
り導入された．

S ３００ spectral window スペクトラ
ルウインド
ウ

すぺくとらるうい

んどう
関層流，乱流 狭窄のない血管では層流のために，収縮期には速い流

速のみとなる．このためドプラ波形で，低い流速成分
が検出されず，欠損して見えることである．［参照］
マニュアル p１９１

S ３０１ spontaneous

echo contrast
モヤモヤエ
コー

もやもやえこー 同 smoke−like echo
関流動性エコー

多数の微小な高輝度エコーからなる境界不明瞭な不定
形エコーのことである．主に血流うっ滞があるところ
に発生し，血流が煙のように絶えまなくゆっくりと渦
を巻く様に観察される．

S ３０２ stasis 淀み よどみ 体液流が停滞することである．
S ３０３ stiffness

parameter β
スティフネ
スパラメー
タ β

すてぃっふねすぱ

らめーたー べー

た

血管を均質で等方な非圧縮物質と仮定し，内圧負荷や
長軸方向荷重に対する力学応答の結果より β値は定義
される．これを実際の生理的な循環動態のもとで臨床
的に定義すると，次式の様になる．［ β＝ln（Ps/Pd）×
（Ｄd/⊿ D）］．（ln＝自然対数，Ps＝収縮期血圧，Pd
＝拡張期血圧，⊿D＝血管口径変位，Dd＝拡張期血圧
時血管口径）．β は指数関数であり，数値が大きくな
るほど血管が変形しにくく機能的に硬いことを表わし
ている．

S ３０４ ＊ submandibular

approach
下 顎 ア プ
ローチ

かがくあぷろーち 関 submandibular
window

下顎部から超音波を照射し血流計測を行う方法である．
頸部内頸動脈遠位部の血流計測に利用する．［参照］
acoutic windowの図（図２a～d）

S ３０５ suboccipital

approach
経大後頭孔
ルート

けいだいこうとう

こう るーと
同 transforaminal
insonation，
foraminal window
suboccipital
window，
foraminal
window，
foramen magnum
window，大後頭
窓，大孔窓

後頭部で，後頭骨と環椎との間隙から大孔を通して行
う超音波検査である．椎骨動脈，脳底動脈，後下小脳
動脈が観察できる．
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S ３０６ S/D systolic diastolic

ratio
収縮期拡張
期比

しゅうしゅくきか

くちょうきひ，え

すでぃひ

同 S：D，SD比
関血流速度比

末梢循環抵抗や狭窄度の指標で，収縮期の最高血流速
度を拡張期の最高速度で除したものである．

S ３０７ systolic spike

（s）
収縮期極波 しゅうしゅくき

きょくは
関 brief systolic
forward flow，
early systolic spike
（s），single
systolic peak，収
縮早期棘波血流，
systolic notch，
diastolic tailing

収縮期早期に現れる単峰性波形である．末梢血管抵抗
が高度に上昇したときに現れる．頭蓋内圧亢進状態に
おいて，CPP高度低下・CVR高度上昇の結果，血流
速波形は心収縮期に単峰性の順行性成分だけとなる．

T ３０８ thermal effects

of ultrasound
超音波によ
る温熱効果

ちょうおんぱによ

るおんねつこうか
関 thermal
effect（s）

超音波が伝播することにより生体組織内で吸収されて
生ずる温熱効果である．超音波の出力や照射時間，入
射角度により，温熱効果は変化し，生体への影響を及
ぼさないような制限がなされている一方で，治療手段
としても応用されている．

T ３０９ TI thermal index 温熱指標 おんねつしひょう 関 thermal
index of bone
（TIB）， thermal
index of cranium
（TIC），thermal
index of tissue
（TIS），mechanical
index（＃１９６）

超音波の安全性に関する指標で，生体組織の温度を
１．０℃上昇させるのに必要な音響強度に対する比で表
される．

T ３１０ ３ D −
US

three-

dimensional

imaging

３次元超音
波像

さんじげんちょう

おんぱぞう
同３D imaging，
three−dimensional
ultrasonography，
three−dimensional
ultrasound
関 three−
dimensional power
Doppler，three−
dimensional power
Doppler imaging，
three−dimensional
flow imaging，
３D color flow
mapping，three
dimensional color
power
angiography
（３DCPA）

超音波断層像に位置情報を付加して積み重ねて３次元
的に画像を構築し，立体感がでるようにデジタル処理
した画像表示法である．脳室，血管，腫瘍，胎児診断
などで内部構造を立体的に描出でき病態把握に役立つ．

T ３１１ TIBI thrombolysis in

brain ischemia
TIBI てぃび 血栓溶解療法による再開通の評価のために，経頭蓋超

音波ドプラ（TCD）でモニターして得られた血流波形
を Grade０～５の６段階に分類する．［参照］マニュ
アル p１６４－１６５

T ３１２ TGC time gain

control
タイムゲイ
ン コ ン ト
ロール

タイムゲインコン

トロール
同 time gain
compensation，
sensitivity time
control（＃２８９）

深さ方向のゲイン調節のことである．

T ３１３ ＊ time resolution 時間分解能 じかんぶんかいの

う
関 resolution 観測する画像に識別可能な変化を生じうる最小の時間

変化量のことである．［参照］resolutionの図（図７a,
b）

T ３１４ ＊ TAV time-averaged

flow velocity
時間平均血
流速度

じかんへいきんけ

つりゅうそくど
同 time average
flow velocity

１心拍内（あるいは一定時間内）で平均した流速値で
ある．１心拍分の平均血流速度波形をトレースするこ
とで得られる．［参照］ドプラ血流速波形の図（図３
a, b）

T ３１５ ＊ TAM
X

time-averaged

maximum flow

velocity

時間平均最
高血流速度

じかんへいきんさ

いこうけつりゅう

そくど

同 Vmax 最高血流速波形（peak velocity pattern）の時間平均値
である．１心拍分の血流速度最高血流速度波形をトレー
スし，１心周期で除して求められる．［参照］ドプラ
血流速波形の図（図３a, b）

T ３１６ TTP time-to-peak ピーク到達
時間

ぴーくとうたつじ

かん
血流を評価する際に関心領域（ROI）において血流ト
レーサー（造影剤など）の濃度が最大となるまでの時
間である．
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T ３１７ THI tissue harmonic

imaging
組織ハーモ
ニ ッ ク イ
メージング

そしきはーもにっ

くいめーじんぐ
同 second
harmonic imaging
（＃２８７），組織
ハーモニック画像
関 subharmonic
imaging， 生体高
調波画像化法

入射 された超音波が生体内組織を伝播するにつれて
生じる非線形効果により生じる高調波成分を利用して
画像を構成する技術である．＊関連用語：組織ハーモ
ニック画像．

T ３１８ to-and-fro

movement
順逆流運動 じゅんぎゃくりゅ

ううんどう
同 biphasic
flow，oscillating
flow，to−and−fro
関 reverberating
flow，oscillating
movement

血流速波形で収縮期には順流，拡張期に逆流が出現す
る血流パターンを指す．通常は，内頸動脈や椎骨動脈
など脳主幹動脈では収縮期・拡張期を通じて順流であ
るが，頭蓋内の主幹動脈閉塞や高度の頭蓋内圧亢進な
どがあると出現する現象を指す．

T ３１９ TOFU tongue and oral

function test with

ultrasonography

TOFU とーふ 同超音波装置を用
いた嚥下動態評価

超音波装置を用いた嚥下評価法である．リニアプロー
ブを用い，３０度挙上位で行う．嚥下障害がある症例
では，舌正中部の安静位からの上昇速度が遅く，最大
移動幅が小さいことが報告されている．

T ３２０ TPV total plaque

volume
全 周 性 プ
ラーク体積

ぜんしゅうせいぷ

らーくたいせき
関 carotid
plaque volume

３次元超音波検査で得られる血管全周性のプラーク
の体積である．

T ３２１ toward flow 向かう流れ むかうながれ 対 away flow
（＃２１）

プローブに向かってくる血流を指す．

T ３２２ trailing edge 後縁 こうえん 関 leading edge
（＃１７８）

エコーゲインで変化する近位壁の境界である．

T ３２３ TC −
CFI

transcranial

color flow

imaging

経 頭 蓋 カ
ラードプラ
法

けいずがいからー

どぷらほう
同 transcranial
color duplex
sonography
（TCDS），
transcranial color
Doppler imaging，
transcranial color−
coded duplex
（TCCD），
transcranial color−
coded duplex
sonography，
transcranial color−
coded sonography
（TCCS）
関 transcranial
duplex sonography
（TDS），
transcranial color
Doppler
sonography，
transcranial color
flow mapping

経頭蓋的にカラードプラ法を用いて行う検査法である.
カラードプラ画像上で目的とする血管を探索し，その
血管部位に sample volumeを設定し，パルスドプラ法
で血流情報を検出する．パルスドプラのビーム方向と
血管走行の間の角度を直視下に測定できることからよ
り正確な血流速度測定が可能となる．

T ３２４ TCD
mappi
ng

transcranial

Doppler

mapping system

経頭蓋超音
波 ド プ ラ
マッピング
法

けいずがいちょう

おんぱどぷらまっ

ぴんぐほう

同 transcranial
Doppler mapping，
transcranial
Doppler flow
mapping

パルスドプラ法により脳内動脈の描出を行うもので，
専用の TCD装置を用いて主幹脳動脈の血流速度を少
しずつ測定部位を変えて連続的に測定し，３次元的に
プロットして，脳動脈の走行や血流方向，狭窄部位を
正確に診断しようとする方法である．

T ３２５ transcranial

Doppler

monitoring

経頭蓋超音
波ドプラモ
ニタリング
法

けいずがいちょう

おんぱどぷらもに

たりんぐ

同 serial
transcranial
Doppler
monitoring

経頭蓋超音波ドプラ装置を用いて頭蓋内血流速度をモ
ニターする方法である．
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T ３２６ ＊ TCD transcranial

Doppler

ultrasonography

経頭蓋超音
波ドプラ法

けいずがいちょう

おんぱどぷらほう
同 transcranial
Doppler
ultrasound，
transcranial
Doppler
ultrasound
assessment，
transcranial
Doppler，
transcranial
Doppler
sonography
関 transcranial
sonography
（TCS），
transcranial
ultrasound

経頭蓋的にドプラ法を用いて行う検査法である．１－
２ MHzの比較的低周波数の超音波を用いて超音波骨
窓（bone window）から血流信号をとらえる方法であ
る．主幹脳動脈の血流速度測定，狭窄やくも膜下出血
後の血管れん縮の評価，ウィリス動脈輪の開存の有無，
血流方向の診断，HITSの検出などに用いられる．［参
照］TCDの図（図１a, b）

T ３２７ transducer 探触子 たんしょくし 同 probe（プロー
ブ）
関 Doppler
transducer，
mechanical sector
scan，transducer
positioning，hand
−held probe

超音波の送受信のための振動子を含む付属機器である．

T ３２８ TEE transesophageal

echocardiography
経食道心エ
コー法

けいしょくどうし

んえこーほう
同経食道心臓超音
波検査， 経食道
心エコー検査法
関 ultrasound
cardiography
（UCG）
対経胸壁心エコー
検査，
transthoracic
echocardiography
（TTE），

食道および胃に探触子を挿入して行う心臓・大動脈に
対する検査法である．

T ３２９ transfontanelle

Doppler

sonography

大 泉 門 エ
コー法

だいせんもんえ

こーほう
同 transfontanelle
duplex Doppler，
transfontanel
ultrasonography，
大泉門超音波法，
経大泉門超音波画
像法

小児（新生児や乳児）では大泉門が頭蓋骨欠損部とし
て残っており，この大泉門から行う超音波検査方法で
ある．

T ３３０ TOCU transoral method 経口腔検査
法

けいこうくうけん

さほう
同 transoral
carotid
ultrasonography
（TOCU）

口腔内にプローブを挿入して頸部内頸動脈遠位部を評
価する診断法である．

T ３３１ ＊ transorbital

insonation
経眼窩ルー
ト

けいがんかるーと 同 transorbital
approach，
transorbital，経眼
窩照射法

上眼瞼，眼球，上眼窩裂を通して眼窩から音波を頭蓋
内に入射して行う検査である．眼動脈，内頸動脈サイ
フォン部が観察できる．［参照］acoutic window（図２
a～d）

T ３３２ transpulmonary

echo - enhancing

agent（s）

経肺性超音
波造影剤

けいはいせいちょ

うおんぱぞうえい

ざい

同 intravenous
echo-enhancing
agent（s）

静脈注射により肺循環を通過して動脈系の超音波検査
が可能になる造影剤である．

T ３３３ transtemporal

insonation
経 側 頭 骨
ルート

けいそくとうこつ

るーと
同 transtemporal
method，
temporal bonw
window，
transtemporal
approach
関 temporal
bony window（s），
transtemporal
evaluation，側 頭
骨窓

経頭蓋超音波診断法適用に際し，頬骨弓の頭側にある
側頭骨窓から超音波照射を行うことである．ウィリス
動脈輪，中大脳動脈の血流計測に利用する．
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T ３３４ transverse scan 横断走査 おうだんそうさ 対 longitudinal
scan
関 cross
sectional area
（CSA），短軸走査

超音波プローブを目的とする臓器に短軸にビームをあ
て，画像を描出する方法である．

T ３３５ transverse wave 横波 よこなみ 対縦波
（＃１８３）

媒質の振動が波の進行に対して垂直であるもののこと
をさす．

T ３３６ turbulent flow 乱流 らんりゅう 同 turbulent
arterial flow
対層流

流線が相互に入り乱れて混ざり合う流れである．

T ３３７ two burr hole

method
２カ所穿頭法 にかしょうせんと

うほう
関 continuous
echo−guided
surgery（＃６８）

超音波術中モニタリングにおいて，対側に骨窓が無い
場合は，穿刺用（手術部位）とは別に新たに（モニタ
リング用に）骨孔を設けて行う方法である．

T ３３８ two-channel

transcranial

Doppler

両チャンネ
ル経頭蓋超
音波ドプラ
法

りょうちゃんねる

けいずがいちょう

おんぱどぷらほう

同 two−channel
transcranial
Doppler method

通常，両側の側頭骨窓から行う経頭蓋超音波ドプラ法
である．

U ３３９ ＊ ulcerated plaque 潰瘍形成プ
ラーク

かいようけいせい

ぷらーく
表面に２mm以上の陥凹を伴ったプラークである．
［参照］プラークの図（図５a, b）

U ３４０ ultraharmonic

imaging
超音波ハー
モニック画
像

ちょうおんぱはー

もにっくがぞう
基本波の２．５倍の高調波を用いたハーモニックイメー
ジングである．［参照］harmonicsの図（図１１）

U ３４１ ultrasonic

surgical

aspirator

外科的超音
波吸引器

げかてきちょうお

んぱきゅういんき
同 CUSA 超音波による外科的吸引器のことである．強力超音波

照射によって，血管や正常組織などを損傷することな
く，凝血塊や腫瘍などを破砕し，注入生理食塩水と共
に吸引することができる．

U ３４２ ultrasonic tissue

characterization
生体組織音
響特性化

せいたいそしきお

んきょうとくせい

か

超音波の客観的な物理量（パラメータ）で，組織の物
理的・化学的状態と対応させた上で，組織異常の鑑別
や病変進行程度の客観的指標とすることである．

U ３４３ ultrasonics 超音波学 ちょうおんぱがく 超音波現象をとりあつかう科学，工学あるいは，技術
のことである．

U ３４４ ultrasonography 超音波診断
（法）

ちょうおんぱしん

だんほう
同 ultrasound
diagnosis

超音波を用いた診断法である．

U ３４５ ultrasound 超音波 ちょうおんぱ １６KHz以上の聞こえる範囲を超えた周波数をもつ振動
である．物質内を粗密波として伝播し，波動としての
性質を有する．物理学では計測利用の音波など，耳で
聞くことを目的としない音を指し，２０kHz以下の音
波でも超音波として扱う場合もある．

U ３４６ ultrasound

angioplasty
超音波（に
よる）血管
形成術

ちょうおんぱけっ

かんけいせいじゅ

つ

関 EKOS
（＃９９）

末梢動脈の急性もしくは亜急性血栓閉塞を超音波を使
用することで再開通させる方法である．照射には経皮
経管法（カテーテル法）と体表からの経皮法がある．
経皮経管法では超音波発信器をエックス線透視下に閉
塞部位まで進め，超音波を照射しながら緩徐に閉塞物
内を貫通させる．

U ３４７ UCA ultrasound

contrast agent
超音波造影
剤

ちょうおんぱぞう

えいざい
同 echo−
contrast agent
（ECA）

生体内に注入することにより超音波信号の反射強度
（エコー信号）を増大させる物質である．microbubble
製剤が多い．＊関連用語：echo contrast，echo−
enhancing agent， echo enhancer， echo − contrast
enhancers．

U ３４８ ultrasound echo

enhancement
超音波造影
効果

ちょうおんぱぞう

えいこうか
同 acoustic
enhancement，
echo−signal
enhancement

超音波造影剤によりエコー信号が増強される．

U ３４９ USE ultrasound

elastography
超音波弾性
像

ちょうおんぱだん

せいぞう
同組織弾性イメー
ジング
関 elastography，
弾性検査法

超音波を用いて組織の弾力性を画像化する技術である．

V ３５０ VM Valsalva

maneuver
バルサルバ
手技

ばるさるばしゅぎ 同Müller
maneuve

深く息を吸った後に息こらえする方法である．経食道
心エコー検査において，卵円孔開存を検出する際に用
いる．息こらえをすると，胸腔内圧が上昇して右房は
狭小化する．そして息止めを解除した後に，右房への
静脈灌流量が増し右房圧が高まることで，卵円孔が開
き右左シャントが検出しやすくなる．
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V ３５１ vascular

resistance
血管抵抗 けっかんていこう 関 cerebrovascular

resistance
（CVR），
Poiseuille’s law
（＃２５４）

末梢血管抵抗で，ある部位から末梢全体の抵抗は（血
圧）／（血流）で表される．血管の部分的抵抗は周波数
によって異なる．直流的には，ポアズイユの式より粘
性（η），管の半径（R），長さ（L）で，８ηL/πR４で表
される．

V ３５２ vasomotor

reactivity
血管運動反
応性

けっかんうんどう

はんのうせい
関 cerebrovascular
CO２ reactivity，
CO２ test，CO２
response，
cerebral
acetazolamide
effect

CO２や血圧などの変化に血管が収縮，または拡張して
血流を調節する能力である．[注]脳血管の炭酸ガス反
応性とは血中 CO２濃度の変化に対応して拡張あるいは
収縮する脳血管の反応の程度のことである．炭酸ガス
反応性（carbon dioxide reactivity），炭酸ガス負荷試験
（carbon dioxide test），二酸化炭素効果（carbon dioxide
effect），cerebral acetazolamide effect．

V ３５３ VWV vessel wall

volume
壁 在 性 プ
ラーク体積

へきざいせいぷ

らーくたいせき
関 carotid
plaque volume

３次元超音波検査で得られる血管壁在性のプラーク
体積である．

V ３５４ volume data ３次元超音波
画像データ

さんじげんちょう

おんぱがぞうでー

た

３次元超音波画像の描出に使うデータである．

V ３５５ VI volume imaging VI法 ぼりゅーむいめー

じんぐ
関maximum
intensity
projection（MIP），
minimum intensity
projection
（MinIP），volume
rendering（VR）

３次元超音波画像である．

V ３５６ vulnerable

plaque
脆弱プラー
ク

ぜいじゃくぷらー

く
関 unstable
plaque

lipid coreが大きく，プラークと血管内腔を隔てる
fibrous capが薄い脆弱なプラークである．頸部血管エ
コーでは内部が低輝度を呈する．脳梗塞発症のリスク
となる．

W ３５７ wall filter ウ ォ ー ル
フィルター

うぉーるふぃる

たー
同低域周波数除去
フィルター， 血
管壁（運動）ドプ
ラ成分除去フィル
ター

血管壁運動ドプラ成分を除去するための低域周波数除
去フィルタである．
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図２a

図２b
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図２c

図２d
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図３a

図３b
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図５a
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図５b

図６
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図７a

図７b
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図１０

図１１
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重要語 日本語用語 日本語用語 読み 英語用語 番号

２カ所穿頭法 にかしょうせんとうほう two burr hole method ３３７

＊ ２次高調波映像法 にじこうちょうはえいぞうほう second harmonic imaging ２８３

３次元超音波画像データ さんじげんちょうおんぱがぞうでーた volume data ３５４

３次元超音波像 さんじげんちょうおんぱぞう three-dimensional imaging ３１０

４次元超音波 よじげんちょうおんぱ four-dimensional ultrasound １１９

Aモード法 えーもーどほう A-mode １０

Bモード法 びーもーどほう B-mode ３８

Cモード法 しーもーどほう C-mode ６０

＊ ECST 法 いーしすとほう European Carotid Surgery Trial １０７

MIP 画像 みっぷがぞう maximum intensity projection １８６

MRI ガイド下局所超音波（照射）法 えむあーるあいがいどかきょくしょちょうおんぱ（しょうしゃ）ほう MRI-guided focused ultrasound ２０９

Mモード えむもーど M-mode ２０６

＊ NASCET 法 なせっとほう North American Symptomatic Carotid Endarterectomy ２２６

NSSIC えぬえすえすあいしー non-smoke spontaneous individual contrast ２２５

RF信号 あーるえふしんごう radiofrequency signal ２６６

SN比 えすえぬひ signal-to-noise ratio ２８７

TIBI てぃび thrombolysis in brain ischemia ３１１

TOFU とーふ tongue and oral function test with ultrasonography ３１９

VI 法 ぼりゅーむいめーじんぐ volume imaging ３５５

アイバス・バーチャルヒストロジー あいばす・ぶいえいち IVUS virtual histology １６６

アセタゾラマイド効果 あせたぞらまいどこうか cerebral acetazolamide effect ５３

アドバンス ダイナミックフロー あどばんすだいなみっくふろー advanced dynamic flow ８

アララの原則 あららのげんそく as low as reasonably achievable １５

息こらえ試験係数 いきこらえしけんけいすう breath-holding index ４０

イーコス・マイクロライシス�・カテーテル いーこす・まいくろらいしす・かてーてる EKOS� catheter ９８

インバージョンモード いんばーじょんもーど inversion mode １６４

ウォールフィルター うぉーるふぃるたー wall filter ３５７

エコートラッキング法 えこーとらっきんぐほう echo-tracking methods ９７

エコー輝度 えこーきど echogenicity ９６

エコー強度 えこーきょうど echo intensity ９１

エコー源性 えこーげんせい echogenic ９４

エンベロープカーブ えんべろーぷかーぶ envelope curve １０６

エンボリックシャワー えんぼりっくしゃわー embolic shower（s） １０１

オッシレイティングスロンブス おっしれいてぃんぐすろんぶす oscillating thrombus ２３１

折り返し現象 おりかえしげんしょう aliasing ９

＊ 潰瘍形成プラーク かいようけいせいぷらーく ulcerated plaque ３３９

カラードプラ画像 からーどぷらがぞう Doppler color flow imaging ７８

カラー反転 からーはんてん color reversal ６４

キャビテーション きゃびてーしょん cavitation ５１

グレースケール中央値 ぐれーすけーるちゅうおうち gray scale median １２８

コード エキサイテーション こーど えきさいてーしょん coded excitation ６１

コードハーモニック アンギオ こーどはーもにっく あんぎお coded harmonic angio ６２

コントラストバブル こんとらすとばぶる contrast bubble（s） ７０

コントラスト心エコー法 こんとらすと しんえこーほう contrast echocardiography ７１

サイドローブ さいどろーぶ side lobe ２８６

サンプルボリューム さんぷるぼりゅーむ sample volume ２７９

ジェット流 じぇっとりゅう jet flow １６８

＊ ジェリーフィッシュサイン じぇりーふぃっしゅさいん jellyfish sign １６７
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シャンパンボトルネックサイン しゃんぱんぼとるねっくさいん champagne bottle neck sign ５８

頭蓋内超音波検査法 ずがいないちょうおんぱけんさほう echoencephalography ９３

スティフネスパラメータ � すてぃっふねすぱらめーたー べーた stiffness parameter � ３０３

スペクトラルウインドウ すぺくとらるういんどう spectral window ３００

スペックル像 すぺっくるぞう speckle noise ２９８

砂嵐サイン すなあらしさいん sandstorm sign ２８０

セイル・サイン せいる・さいん floating sail sign １１３

セクタ型プローブ せくたがたぷろーぶ sector probe ２８４

セントラルボリューム原理 せんとらる ぼりゅーむ げんり central volume principle ５２

ソノグラム そのぐらむ sonogram ２９０

ソノポレーション そのぽれーしょん sonoporation ２９２

＊ ソフトプラーク そふとぷらーく soft plaque ２８８

ダイアメーター比 だいあめーたーひ diameter-ratio ７６

ダイナミックレンジ だいなみっくれんじ dynamic range ９０

タイムゲインコントロール たいむげいんこんとろーる time gain control ３１２

縦波 たてなみ longitudinal wave １７９

チャープ音 ちゃーぷおん chirping sound ５９

（ドプラBモード）複合超音波診断 （どぷらびーもーど）ふくごうちょうおんぱしんだん duplex ultrasonography ８７

ドプラゲート どぷらげーと Doppler gate ８１

ドプラスペクトラム どぷらすぺくとらむ Doppler spectrum ８４

＊ ドプラ血流速波形 どぷらけつりゅうそくはけい Doppler waveform ８６

ドプラ効果 どぷらこうか Doppler effect ７９

ドプラ周波数 どぷらしゅうはすう Doppler frequency ８０

ドプラ信号 どぷらしんごう Doppler signal ８３

ドプラ偏位 どぷらへんい Doppler shift ８２

ナイキスト限界 ないきすとげんかい nyquist ２２７

ノックタイプドプラ信号 のっくたいぷどぷらしんごう knock-type Doppler signal（s） １６９

＊ バースト波 ばーすとは burst wave ４４

＊ ハードプラーク はーどぷらーく hard plaque １２９

ハーモニックイメージング（法） きょうめいぞう harmonic imaging １３０

ハイフー はいふー high-intensity focused ultrasound １３７

（二分脊椎における）バナナ徴候 ばななちょうこう banana sign（in spinal dysraphism） ２６

はみだし はみだし blooming ３７

パラメトリックイメージ ぱらめとりっくいめーじ parametic imaging ２３３

バルーン閉塞試験 ばるーんへいそくしけん balloon occlusion test ２５

バルサルバ手技 ばるさるばしゅぎ Valsalva maneuver ３５０

パルスインバージョン ぱるすいんばーじょん pulse inversion ２５９

パルスドプラ法 ぱるすどぷらほう pulsed Doppler sonography ２６４

パルス繰り返し周波数 ぱるすくりかえししゅうはすう pulse repetition frequency ２６１

パルス周期 ぱるすしゅうき duty cycle ８９

＊ パルス波 ぱるすは pulse wave ２６２

パルス反転ハーモニック像 ぱるすはんてんはーもにっくぞう pulse inversion harmonic image ２６０

ハローサイン はろーさいん dark halo sign ７３

パワーMモード ドプラ（法） ぱわーえむもーどどぷらほう power M-modeDoppler ２５５

パワードプラ法 ぱわーどぷらほう power Doppler ２５３

パワーハーモニック法 ぱわーはーもにっくほう power harmonic imaging ２５４

ピーク到達時間 ぴーくとうたつじかん time-to-peak ３１６

ビーフロー びーふろー B-flow ３０
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ビーフローウィンカー びーふろーうぃんかー B-flow winker ３２

ビーフローカラー びーふろーからー B-flow color ３１

プースロー プースロー Pourcelot ２５２

フーリエ拍動係数（指数） ふーりーえ ぱるさたいるいんでっくす Fourier pulsatility index １２０

フーリエ拍動係数マッピング ふーりえ はくどうけいすう まっぴんぐ Fourier pulsatility index mapping １２１

フェーズドアレイ ふぇーずどあれい phased array ２４２

＊ プラーク ぷらーく plaque ２４５

プラークスコア ぷらーくすこあ plaque score ２４７

プラーク数 ぷらーくすう plaque number ２４６

プラーク体積 ぷらーくたいせき plaque volume ２４８

プラーク内血管新生 ぷらーくないけっかんしんせい intraplaque neovascularization １６２

プラーク内出血 ぷらーくないしゅっけつ intraplaque hemorrhage １６１

プラグ状フローパターン ぷらぐじょうふろーぱたーん plug flow pattern ２４９

フラッシュ・アーチファクト ふらっしゅあーちふぁくと flash artifact １１２

フラップエコー ふらっぷえこー flap echo １１１

ベルヌーイの法則 べるぬーいのほうそく Bernoulli’s law ２９

ポアズイユの法則 ぽあずいゆのほうそく Poiseuille’s law ２５０

ボーハンター シンドローム ぼうはんたーしょうこうぐん bow hunter syndrome ３９

マイクロコンベックス探触子 まいくろこんべっくすぷろーぶ micro-convex array probe １９６

マイクロフロー画像 まいくろふろーがぞう micro flow imaging １９３

マカロニサイン まかろにさいん macaroni sign １８３

メインビーム めいんびーむ main beam １８４

モーション・アーチファクト もーしょんあーちふぁくと motion artifact ２０８

モヤモヤエコー もやもやえこー spontaneous echo contrast ３０１

ランブル突起 らんぶるとっき Lambl’s excrescences １７０

リニア探触子列 りにあたんしょくしれつ linear array １７７

リフィル解析 りふぃるかいせき refill kinetics ２７０

レイノルズ数 れいのるずすう Reynolds number ２７６

レーザードプラ血流計測法 れーざーどぷらけつりゅうけいそくほう laser Doppler flowmetry １７２

レボビスト� れぼびすと Levovist� １７６

レモンサイン れもんさいん lemon sign １７５

位相反転 いそうはんてん phase inversion ２４１

一過性高輝度信号 いっかせいこうきどしんごう，ひっつ high-intensity transient signal（s） １３８

右左シャント みぎひだりしゃんと right-to-left shunt（s） ２７７

遠位壁 えんいへき far wall １０８

横断走査 おうだんそうさ transverse scan ３３４

横波 よこなみ transverse wave ３３５

音圧 おんあつ sound pressure ２９４

音響陰影 おんきょういんえい acoustic shadow ５

音響特性インピ-ダンス おんきょうとくせいいんぴーだんす impedance index １５０

温熱指標 おんねつしひょう thermal index ３０９

＊ 下顎アプローチ かがくあぷろーち submandibular approach ３０４

下肢静脈超音波診断 かしじょうみゃくちょうおんぱしんだん lower limbs venous ultrasound １８１

過灌流症候群 かかんりゅうしょうこうぐん hyperperfusion syndrome １４５

過呼吸負荷試験 かこきゅうふかしけん hyperventilation test １４６

＊ 可動性プラーク かどうせいぷらーく mobile plaque ２０７

加速度係数 かそくどけいすう acceleration index ２

外科的超音波吸引器 げかてきちょうおんぱきゅういんき ultrasonic surgical aspirator ３４１
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拡張期無血流 かくちょうきむけつりゅう no diastolic flow ２１９

＊ 拡張末期血流速度 かくちょうまっきけつりゅうそくど end-diastolic flow velocity １０３

拡張末期血流速度比 かくちょうまっきけつりゅうそくどひ end-diastolic ratio １０４

間歇送信超音波造影画像 かんけつそうしんちょうおんぱぞうえいがぞう intermittent contrast imaging １５６

＊ 眼窩窓 がんかそう orbital bone window ２３０

感度時間調節 かんどじかんちょうせつ sensitivity time control ２８５

眼虚血症候群 がんきょけつしょうこうぐん ocular ischemic syndrome ２２８

＊ 眼動脈ドプラ血流検査 がんどうみゃくどぷらけつりゅうけんさ ophthalmic artery Doppler sonography ２３１

奇異性塞栓症 きいせいのうそくせんしょう paradoxical embolism ２３２

機械的指標 きかいてきしひょう mechanical index １９２

気泡性雑音 きほうせいざつおん bubble noise ４２

気泡性微小栓子 きほうせいびしょうせんし gaseous microemboli １２６

気泡相互作用 きほうそうごさよう bubble interaction（s） ４１

基本波イメージ きほんはいめーじ fundamental imaging １２３

疑似ドプラ信号画像 ぎじどぷらしんごうがぞう loss-of-correlation imaging １８０

偽閉塞 ぎへいそく pseudo-occlusion ２５６

逆流 ぎゃくりゅう reverse flow ２７５

巨細胞性動脈炎 きょさいぼうせいどうみゃくえん giant-cell arteritis １２７

＊ 距離分解能 きょりぶんかいのう range resolution ２６７

境界層剥離 きょうかいそうはくり flow separation １１６

＊ 狭窄後血流波形 きょうさくごけつりゅうはけい post-stenotic pattern ２５１

鏡像 きょうぞう duplication image ８８

鏡像現象によるアーチファクト きょうぞうげんしょうによるあーちふぁくと mirror image artifact ２０３

局所脳血流 きょくしょのうけつりゅう regional cerebral blood flow ２７１

近位と遠位壁 きんいとえんいへき near and far walls ２１３

近位壁 きんいへき near wall ２１４

近距離音場アーチファクト きんきょりおんばあーちふぁくと near-field artifact ２１５

＊ 均質 きんしつ homogeneous １４１

＊ 均質プラーク きんしつぷらーく homogeneous plaque １４２

空間コンパウンド法 くうかんこんぱうんどほう compound ６６

空間的ピークの時間的平均音響強度 あいえすぴーてぃーえー spatial peak-pulse temporal-average intensity ２９５

＊ 空間分解能 くうかんぶんかいのう spatial resolution ２９６

空間平均時間平均インテンシティ くうかんへいきんじかんいんてんしてぃ spatial-average temporal average intensity ２９７

＊ 経眼窩ルート けいがんかるーと transorbital insonation ３３１

経口腔検査法 けいこうくうけんさほう transoral method ３３０

経食道心エコー法 けいしょくどうしんえこーほう transesophageal echocardiography ３２８

経頭蓋カラードプラ法 けいずがいからーどぷらほう transcranial color flow imaging ３２３

経頭蓋超音波ドプラマッピング法 けいずがいちょうおんぱどぷらまっぴんぐほう transcranial Doppler mapping system ３２４

経頭蓋超音波ドプラモニタリング法 けいずがいちょうおんぱどぷらもにたりんぐ transcranial Doppler monitoring ３２５

＊ 経頭蓋超音波ドプラ法 けいずがいちょうおんぱどぷらほう transcranial Doppler ultrasonography ３２６

経側頭骨ルート けいそくとうこつるーと transtemporal insonation ３３３

経大後頭孔ルート けいだいこうとうこう るーと suboccipital approach ３０５

経肺性超音波造影剤 けいはいせいちょうおんぱぞうえいざい transpulmonary echo-enhancing agent（s） ３３２

頸動脈超音波ドプラ けいどうみゃくちょうおんぱどぷら carotid Doppler ultrasound ４７

頸動脈複合超音波診断法 けいどうみゃくふくごうちょうおんぱしんだんほう carotid duplex sonography ４８

頸部エコー検査（法） けいぶえこーけんさ carotid ultrasonography ４９

血液脳関門 けつえきのうかんもん blood-brain barrier ３６

血管運動反応性 けっかんうんどうはんのうせい vasomotor reactivity ３５２
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血管抵抗 けっかんていこう vascular resistance ３５１

血管内超音波検査 けっかんないちょうおんぱけんさ intravascular ultrasound １６３

血行力学 けっこうりきがく hemodynamics １３２

血流測定長 けつりゅうそくていちょう sample length ２７８

血流速度 けつりゅうそくど blood flow velocity ３５

血流速度マッピング けつりゅうそくどまっぴんぐ flow velocity mapping １１７

減衰 げんすい attenuation １８

固形微小塞栓子 こけいびしょうそくせんし solid microembolus ２８９

後縁 こうえん trailing edge ３２２

後方散乱強度 こうほうさんらんきょうど backscatter intensity ２４

後方散乱信号強度 こうほうさんらんしんごうきょうど integrated backscatter １５４

後方散乱波 こうほうさんらんは backscatter ２３

高域周波数（通過型）フィルター はいぱすふぃるたー high-pass filter １３９

＊ 高輝度 こうきど high-echoic １３６

＊ 高輝度（エコー）プラーク こうきどぷらーく hyperechoic plaque １４４

高輝度エコー こうきどえこー hyperechogenicity １４３

高速フーリエ変換法 こうそくふうりーえへんかんほう fast Fourier transform １０９

＊ 高調波 こうちょうは harmonics １３１

高抵抗性往復血流 はいれじすてぃぶ ふろー high-resistance flow １４０

高密度血流 こうみつどけつりゅう high definition flow １３５

黒質超音波 こくしつちょうおんぱ nigral ultrasound ２１８

＊ 混合プラーク こんごうぷらーく mixed plaque ２０５

再灌流消失現象 さいかんりゅうしょうしつげんしょう no reflow phenomenon ２２０

最高周波数 さいこうしゅうはすう maximum frequency １８５

最小値投影法 さいしょうちとうえいほう minimum intensity projection ２０２

最大内中膜（複合体）厚 さいだいないまくちゅうまく（ふくごうたい）こう maximum intima-media thickness １８７

雑音 ざつおん noise ２２２

参照ゲート深度 さんしょうげーとしんど reference gate depth（s） ２６９

散乱 さんらん scattering ２８２

脂質コア ししつこあ lipid core １７８

＊ 時間分解能 じかんぶんかいのう time resolution ３１３

＊ 時間平均血流速度 じかんへいきんけつりゅうそくど time-averaged flow velocity ３１４

＊ 時間平均最高血流速度 じかんへいきんさいこうけつりゅうそくど time-averaged maximum flow velocity ３１５

持続的エコーガイド下手術 じぞくてき えこーがいどか しゅじゅつ continuous echo-guided surgery ６８

児頭大横径 じとうだいおうけい biparietal diameter ３４

自動（分析）実時間的周波数解析法 じどう（ぶんせき）じつじかんてきしゅうはすうかいせきほう automated real-time spectral analysis １９

実時間超音波診断法 じつじかんちょうおんぱしんだんほう real-time ultrasonography ２６８

手根管症候群 しゅこんかんしょうこうぐん carpal tunnel syndrome ５０

収縮期加速度時間 しゅうしゅくきかそくどじかん acceleration time ３

収縮期拡張期比 しゅうしゅくきかくちょうきひ，えすでぃひ systolic diastolic ratio ３０６

収縮期極波 しゅうしゅくききょくは systolic spike（s） ３０７

＊ 収縮期最高血流速度 しゅうしゅくきさいこうけつりゅうそくど maximum peak systolic velocity １８８

＊ 収縮期最高血流速度 しゅうしゅくきさいこうけつりゅうそくど peak systolic flow velocity ２３５

収縮期波高比 しゅうしゅくきはこうひ AB ratio １

周術期超音波検査（法） しゅうじゅつきちょうおんぱけんさ（ほう） perioperative sonography ２４０

周波数広域化指数 しゅうはすうこういきかしすう spectral broadening index ２９９

集束超音波 しゅうそくちょうおんぱ focused ultrasound １１８

術中超音波診断法 じゅつちゅう ちょうおんぱしんだんほう intraoperative ultrasound １６０
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順逆流運動 じゅんぎゃくりゅううんどう to-and-fro movement ３１８

小児経頭蓋超音波ドプラ画像法 しょうにけいずがいちょうおんぱどぷらがぞうほ pediatric transcranial Doppler imaging ２３７

小脳横径 しょうのうおうけい cerebellar diameter ５５

静脈圧迫エコー法 じょうみゃくあっぱくえこーほう compression echography ６７

心エコー法 しんえこーほう echocardiography ９２

心房中隔瘤 しんぼうちゅうかくりゅう atrial septal aneurysm １６

神経超音波医学 しんけいちょうおんぱいがく neurosonology ２１７

振幅 しんぷく amplitude １１

振幅変調 しんぷくへんちょう amplitude modulation １２

深部静脈血栓症 しんぶじょうみゃくけっせんしょう deep venous thrombosis ７４

数珠玉状様所見 じゅずだまようしょけん pearl and string sign ２３６

生体組織音響特性化 せいたいそしきおんきょうとくせいか ultrasonic tissue characterization ３４２

正中エコー せいちゅうえこー midline echo ２０１

脆弱プラーク ぜいじゃくぷらーく vulnerable plaque ３５６

石灰化粥腫 せっかいかじゅくしゅ calcified plaque ４６

＊ 石灰化病変 せっかいかびょうへん calcification ４５

線維性キャップ せんいせいきゃっぷ fibrous cap １１０

栓子検出（法） せんしけんしゅつ embolus detection １０２

穿通性動脈硬化性潰瘍 せんつうせいどうみゃくこうかいせいかいよう penetrating atherosclerotic ulcer ２３８

前縁 ぜんえん leading edge １７４

＊ 前頭骨窓 ぜんとうこつそう frontal bone window １２２

全周性プラーク体積 ぜんしゅうせいぷらーくたいせき total plaque volume ３２０

組織ハーモニックイメージング そしきはーもにっくいめーじんぐ tissue harmonic imaging ３１７

組織灌流画像 そしきかんりゅうがぞう lperfusion imaging ２３９

総頸動脈圧迫試験 そうけいどうみゃくあっぱくしけん common carotid artery compression test ６５

僧房弁付着糸状構造物 そうぼうべんふちゃくいとじょうこうぞうぶつ mitra valve strand（s） ２０４

層流 そうりゅう laminar flow １７１

走査深度 そうさしんど scanning depth ２８１

造影剤増強ドプラ評価 ぞうえいざいぞうきょうどぷらひょうか contrast-enhanced Doppler assessment ７２

増幅度 げいん gain １２５

側脳室三角部径 そくのうしつさんかくぶけい atrial width １７

側副血行路 そくふくけっこうろ collateral flow ６３

多ゲート超音波パルスドプラ法 たげーとちょうおんぱぱるすどぷらほう multigate pulsed Doppler sonography ２１１

多周波数ドプラ法 たしゅうはすうどぷらほう multifrequency Doppler ２１０

多重エコー たじゅうえこー multiple echo ２１２

多発性微小栓子 たはつせいびしょうせんし microembolic shower １９７

帯域通過フィルター たいいきつうかふぃるたー bandpass filter ２７

大泉門エコー法 だいせんもんえこーほう transfontanelle Doppler sonography ３２９

大糟径 だいそうけい diameter of cisterna magna ７５

大動脈弁付着糸状構造物 だいどうみゃくべんふちゃく いとじょうこうぞうぶ aortic valve strands １４

探触子 たんしょくし transducer ３２７

（探触子から）遠ざかる流れ （たんしょくしから）とおざかるながれ away flow ２１

弾性スコア だんせいすこあ elasiticity score ９９

弾力性 だんりょくせい elasticity １００

断層面 だんそうめん plane-of-section ２４３

断層面アーチファクト だんそうめんあーちふぁくと plane-of-section artifact（s） ２４４

注射用ジアゼパム溶液一滴法 ちゅうしゃようじあぜぱむようえき・いってきほう diazepam one-drop method ７７

超音波 ちょうおんぱ ultrasound ３４５
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超音波（による）血管形成術 ちょうおんぱけっかんけいせいじゅつ ultrasound angioplasty ３４６

超音波ドプラ診断法 ちょうおんぱどぷらしんだんほう Doppler ultrasonography ８５

超音波ハーモニック画像 ちょうおんぱはーもにっくがぞう ultraharmonic imaging ３４０

（超音波）ビーム集束法 ちょうおんぱびーむしゅうそくほう beam focusing ２８

超音波による温熱効果 ちょうおんぱによるおんねつこうか thermal effects of ultrasound ３０８

超音波学 ちょうおんぱがく ultrasonics ３４３

超音波外科手術 ちょうおんぱげかしゅじゅつ neurosonic surgery ２１６

超音波血栓溶解 ちょうおんぱけっせんようかい sonothrombolysis ２９３

超音波検査士 ちょうおんぱけんさし sonographer ２９１

＊ 超音波骨窓 ちょうおんぱこつそう acoustic window ６

超音波出力 ちょうおんぱしゅつりょく acoustic power ４

超音波照射 ちょうおんぱしょうしゃ insonation １５１

超音波照射深度 ちょうおんぱしょうしゃしんど insonation depth １５３

超音波診断（法） ちょうおんぱしんだんほう ultrasonography ３４４

超音波造影効果 ちょうおんぱぞうえいこうか ultrasound echo enhancement ３４８

超音波造影剤 ちょうおんぱぞうえいざい ultrasound contrast agent ３４７

超音波弾性像 ちょうおんぱだんせいぞう ultrasound elastography ３４９

超音波定量的血流量測定 ちょうおんぱていりょうてきけつりゅうりょうそくて quantitative flow measurement ２６５

超音波誘導血管内手術 ちょうおんぱゆうどうけっかんないしゅじゅつ interventional ultrasound １５７

椎骨動脈平均血流速度比 ついこつどうみゃくへいきんけつりゅうそくどひ mean flow velocity-ratio １９０

低域周波数（通過型）フィルター ろうぱすふぃるたー low-pass filter １８２

低灌流 ていかんりゅう hypoperfusion １４９

低輝度 ていきど hypoechoic １４７

＊ 低輝度（エコー）プラーク ていきどぷらーく hypoechoic plaque １４８

＊ 抵抗係数 ていこうけいすう resistance index ２７３

適応フィルタ てきおうふぃるたー adaptive filter ７

等輝度エコー とうきどえこー intermediate echogenicity １５５

等輝度エコー とうきどえこー isoechoic １６５

＊ 等輝度（エコー）プラーク とうきどぷらーく echogenic plaque ９５

内視鏡（下）超音波検査（法） ないしきょうかちょうおんぱけんさほう endosonography １０５

内中膜複合体 ないちゅうまくふくごうたい intima-media complex １５８

内中膜複合体厚 ないちゅうまくふくごうたいこう intima-media thickness １５９

入射角度 にゅうしゃかくど insonation angle １５２

脳灌流圧 のうかんりゅうあつ cerebral perfusion pressure ５４

脳血管炭酸ガス反応性 のうけっかんたんさんがす はんのうせい cerebrovascular CO２ reactivity ５６

脳血管反応性 のうけっかんはんのうせい cerebrovascular reactivity ５７

脳血流自動調節能 のうけつりゅうじどうちょうせつのう autoregulation ２０

背景血流信号強度 はいけいけつりゅうしんんごう background signal intensity ２２

＊ 拍動係数（指数） はくどうけいすう pulsatility index ２５７

拍動伝達係数（指数） はくどうでんたつけいすう pulsative transmission index ２５８

非鏡面反射 ひきょうめんはんしゃ non specular reflection ２２３

非調和性雑音 ひちょうわせいざつおん non-harmonic murmur ２２４

微小気泡性超音波造影 びしょうきほうせいちょうおんぱぞうえい microbubble echo contrast １９４

微小気泡性超音波造影剤 びしょうきほうせいちょうおんぱぞうえいざい microbubble（s） １９５

微小気泡標的画像 びしょうきほうひょうてきがぞう bubble targeting imaging ４３

微小血管ドプラ びしょうけっかんどぷら micro-vascular Doppler ２００

微小栓子 びしょうせんし microembolus １９９

微小栓子シグナル びしょうせんししぐなる microembolic signal（s） １９８
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不均一 ふきんいつ heterogeneous １３３

＊ 不均一型プラーク いきょうどぷらーく・へてろじーなすぷらーく heterogeneous plaque １３４

浮遊血栓 ふゆうけっせん floating thrombus １１４

＊ 分解能 ぶんかいのう resolution ２７４

分岐部 ぶんきぶ flow divider １１５

平均 IMT へいきんあいえむてぃー mean intima-media thickness １９１

平均血流速度 へいきんけつりゅうそくど mean flow velocity １８９

壁在性プラーク体積 へきざいせいぷらーくたいせき vessel wall volume ３５３

＊ 方位分解能 ほういぶんかいのう lateral resolution １７３

脈波伝播速度 みゃくはでんぱそくど pulse wave velocity ２６３

向かう流れ むかうながれ toward flow ３２１

無エコーの むえこーの anechoic １３

無信号 むしんごう no signal ２２１

融合３次元画像 ふゅーじょんすりーでぃ fusion３D １２４

陽性リモデリング ようせいりもでりんぐ remodeling, positive ２７２

淀み よどみ stasis ３０２

卵円孔開存 らんえんこうかいぞん patent foramen ovale ２３４

乱流 らんりゅう turbulent flow ３３６

両チャンネル経頭蓋超音波ドプラ法 りょうちゃんねるけいずがいちょうおんぱどぷら two-channel transcranial Doppler ３３８

両方向性血流 りょうほうこうせいけつりゅう bidirectional flow ３３

連続波ドプラ法 れんぞくはどぷらほう continuous-wave Doppler sonography ６９
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